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特集

　６月２２日㈯、風土
工房こさえーるで、第
１回留萌子ども加工塾
が開かれ、留萌産小麦
ルルロッソを使いパン
ピザを作りました。
　参加した子どもたち
は生地をこね、思い思
いにトッピングしたパ
ンピザの焼き上がりに
大満足。焼きたてのパ
ンピザに笑顔で舌鼓を
打ちました。
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留萌まるごと 物語市民の元気や喜び、感動を伝えます。

　今年もカズモちゃんバスが運行しています。
　カズモちゃんバスは夏季シーズンの期間限定
で毎週土・日曜日１日５便、市内の観光施設を
巡回する無料運行バスで、留萌市のイメージ
キャラクター「カズモちゃん」をあしらったレ
トロバスです。
　バスはおみやげ処お勝手屋「萌」を出発し、
JR 留萌駅、るもいプラザ、海のふるさと館、ゴー
ルデンビーチるもい、礼受牧場、千望台を約
５０分かけて回り、再び「萌」に戻ります。
　車内でガイドを務め、留萌の歴史や観光施設
の特徴を案内する、留萌市レクリエーションボ
ランティア協会会長の渡邊正美さんは、「７月
２０日から運行が始まり、すでに日程の一部は
終わりましたが、多くの観光客や家族連れに乗
車をいただき、心からお礼を申し上げます」。
そして「観光施設を巡回するだけのバスでは
もったいないと思い、ガイドを引き受けまし
た。観光客だけではなく、子どもたちが夏休み
の自由研究の題材に選び、真剣に話を聴いてく
れます。大人も今まで知らずにいた留萌の歴史
を知る機会になっているようで、そうした姿を
見ると励みになります。伝えることで留萌の観
光 PR の一助になれば」と話しています。
　夏休みは始まったばかりです。ぜひ家族連れ
でカズモちゃんバスに乗車し、のんびりと観光
施設を楽しみながら解説に耳を傾け、留萌の魅
力を再発見する市内探訪へ出掛けませんか？
□問 市・経済港湾課 □☎ ４２- １８４０

　

伝
統
文
化
を
通
じ
て
世
代
間
・
地
域
間

交
流
を
図
り
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の

元
気
・
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
マ
チ
づ
く
り
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
来
の
機
会
に
と
、

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
や
ん
衆
盆
踊
り
」。

　

今
年
は
８
月
16
日
㈮
・
17
日
㈯
の
２
日

間
、
い
ず
れ
も
午
後
６
時
か
ら
留
萌
産
業

会
館
前
や
ん
衆
特
設
会
場
で
行
わ
れ
ま

す
。
初
日
は
親
子
盆
踊
り
・
一
般
個
人
仮

装
盆
踊
り
、
２
日
目
は
親
子
盆
踊
り
・
一

般
団
体
仮
装
盆
踊
り
が
行
わ
れ
、
参
加
者

は
趣
向
を
凝
ら
し
た
仮
装
や
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
で
会
場
を
沸
か
せ
、
や
ん
衆
盆
太
鼓

の
力
強
い
演
奏
と
日
本
民
謡
佐
藤
会
の
皆

さ
ん
に
よ
る
素
晴
ら
し
い
歌
声
が
イ
ベ
ン

ト
を
盛
り
上
げ
ま
す
。
会
場
の
屋
台
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
生
ビ
ー
ル
や
ソ
フ
ト
ド
リ
ン

ク
、
焼
き
鳥
、
チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ
の
ほ
か
、

縁
日
コ
ー
ナ
ー
で
は
ヨ
ー
ヨ
ー
す
く
い
や

く
じ
引
き
な
ど
家
族
で
ふ
れ
合
え
る
イ
ベ

ン
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
留
萌
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会
実
行
委
員
長
を
務
め
、
や
ん

衆
盆
踊
り
の
指
揮
を
と
る
田
中
卓
さ
ん
は

「
私
が
幼
い
こ
ろ
は
、
こ
の
時
期
に
な
る

と
公
園
や
広
場
か
ら
盆
踊
り
の
太
鼓
の
音

が
聞
こ
え
て
き
て
、
子
ど
も
心
に
ワ
ク
ワ

ク
し
た
も
の
で
し
た
。
私
た
ち
は
昔
か
ら

続
く
盆
踊
り
の
灯
を
絶
や
さ
ず
、
留
萌
の

夏
を
締
め
く
く
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
市
民

の
皆
さ
ん
と
笑
顔
で
楽
し
む
こ
と
を
目
標

留萌サマーフェスティバル実行委員会
　　　実行委員長　田中　　卓さん

▲賑やかにイベントを盛り上げる仮装盆踊り（左）と親子盆踊り（右）

▲カズモちゃんをあしらったレトロバス

趣
向
を
凝
ら
し
た
仮
装
と

愉
快
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

マチの歴史と魅力発見
レトロバスで市内探訪

４

留萌市レクリエーションボランティア協会
会長　渡邊　正美さん

カズモちゃんバス
留
萌
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
1
3
　
や
ん
衆
盆
踊
り

８月　３日㈯・　４日㈰
１０日㈯・１１日㈰
１７日㈯・１８日㈰

市内観光施設を巡回します

８月 16 日㈮　親子盆踊り・一般個人仮装盆踊り・抽選会
８月 17 日㈯　親子盆踊り・一般団体仮装盆踊り・抽選会
　　　　　　　　　　　留萌産業会館前やん衆特設会場

に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
」。
さ
ら
に「
市

民
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
帰
省
さ
れ
た

方
も
ぜ
ひ
気
軽
に
参
加
い
た
だ
き
、
ふ
る

さ
と
留
萌
へ
の
想
い
を
深
め
て
ほ
し
い
で

す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
子
ど
も
の
参
加
や
飛
び
入

り
参
加
も
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
踊
り
の

輪
に
加
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。
審
査
対
象
に

ノ
ミ
ネ
ー
ト
す
る
場
合
は
個
人
・
団
体
と

も
に
、
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
8
月
14
日
㈬
ま
で
に
お
願
い
し

ま
す
。

□問 

□申 

留
萌
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員

会（
市
・
経
済
港
湾
課
内
） 

□☎ 

42-

１
８
４
０

右記日程で
１日５便
運行します

時　刻　表（各停留所の発車時刻です）
お勝手屋「萌」

10：00 11：00 13：00 14：00 15：00
▼

JR 留萌駅
10：05 11：05 13：05 14：05 15：05

▼
るもいプラザ

10：10 11：10 13：10 14：10 15：10
▼

海のふるさと館
10：15 11：15 13：15 14：15 15：15

▼
ゴールデンビーチるもい

10：20 11：20 13：20 14：20 15：20
▼

礼受牧場
10：30 11：30 13：30 14：30 15：30

▼
千望台休憩施設

10：40 11：40 13：40 14：40 15：40
１周約５０分・終点はお勝手屋「萌」
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特集１
お問い合わせ
お申し込みは

地域包括支援センター

社会福祉課
成年後見制度と

市民後見人

ご存知ですか？

？

？

？？

判断能力が全くありません

対象となる方 支援をする人と主な役割
成年後見制度の種類及び支援をする人と主な役割

　日常的な買い物も自分ではできませ
ん。重度の認知症及び知的障がい、精神
障がいで、常に介護が必要な状態です。

　【成年後見人】日常生活に関する行為を除
く「すべての法律行為（財産管理や施設入
所の契約など）」を代わりに行ったり、必要
に応じて取り消したりします。

　【保佐人】申立ての範囲内で家庭裁判所が
定める「特定の法律行為※1」を代わって行
います。「重要な法律行為※2」に同意したり、
取り消したりします。

　【任意後見人】お近くの公証役場※3 で、あ
らかじめ自らが選んだ代理人と任意後見契約を
結びます。判断能力がなくなったときに任意後
見契約で定めておいた財産管理や施設入所の契
約などに関する法律行為を代わって行います。

　【補助人】開始手続きなどに、必ず本人の同
意が必要です。申立ての範囲内で家庭裁判所が
定める「特定の法律行為※1」を代わって行いま
す。申立て時に選択した「重要な法律行為※2」
の一部に同意したり、取り消したりします。

判断能力が著しく不十分

任
意
後
見
制
度

法

　定

　後

　見

　制

　度

後

　見

保

　佐

補

　助

　日常的な買い物はできますが、重要
な財産管理などができません。本人が
自覚しない物忘れがよくあります。

判断能力が不十分
　重要な財産管理などは、だれかに援
助してもらう必要があります。物忘れ
もあり、本人もその自覚があります。

ひとりで判断して決められます
　現在は大丈夫ですが、将来、判断能力
が低下したときのために備えます。

※１ 特定の法律行為…家庭裁判所が申立てを受けた際に本人から同意を得た行為で家庭裁判所が定めた法律行為
※２ 重要な法律行為…民法第13条第1項に定められた元本の領収・利用や新築・改築・増築・大修繕などの法律行為
※３ 公証役場…法務大臣が任命する公務員である法律実務家が公正証書の作成などの業務を行う官公庁

こ
ん
な
と
き
、成
年
後
見
人
が
守
っ
て
く
れ
ま
す

こ
ん
な
と
き
、成
年
後
見
人
が
守
っ
て
く
れ
ま
す

親の入院費を支払うための
預金が引き出せません

預貯金や年金など生活に
必要なお金を管理します

認知症の父の入院費を支払う
ため、父の預金を引き出そう
としたら、成年後見制度の利
用が必要と言われました。

◆成年後見制度の申立てをして、成年
後見人に選ばれれば、本人の代わりに
預金を引き出し、入院費を支払うこと
ができます。
※引き出したお金は、本人のための支出に
限られます。

子どもの将来が
不安です

財産の管理やサービスの契約・
手続きを行い生活を支援します

自分が高齢になったとき、知
的障がい、精神障がいのある
子どものことが気がかりで
す。

◆成年後見制度（法定後見制度）の申
立てをして、成年後見人に財産の管理、
介護サービス、障がい福祉サービスの
利用手続きなどの日常生活の契約をし
てもらう方法があります。

親が消費者被害に
あわないか心配です

必要のない契約を取り消
します

認知症の母が、必要のないも
のを購入したり、悪徳商法に
だまされないか心配です。

◆認知症の本人が、内容が分からない
まま契約をしてしまっても、成年後見
人がいることにより契約を取り消すこ
とができ、本人を法律的に保護します。

老後のことが
心配です

将来のために任意後見契約を
結びます

ひとり暮らしですが、もしも
認知症になったとき、介護
サービスのことや、お金の管
理のことが心配です。

◆判断能力が十分あるうちに、自ら選ん
だ代理人（任意後見人）と任意後見契約
を交わしておき、判断能力が不十分になっ
たとき、その方に財産の管理やサービス
の利用契約などを任せることができます。

ケース
１

ケース
２

ケース
３

ケース
４

　

認
知
症
、
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い

な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方

は
、
不
動
産
や
預
貯
金
な
ど
の
財
産
を
管

理
し
た
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
入
所

に
関
す
る
契
約
を
結
ん
だ
り
、
遺
産
に
つ

い
て
協
議
す
る
必
要
が
あ
っ
て
も
、
自
分

で
行
う
こ
と
が
難
し
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
自
分
に
不
利
益
な
契
約
で
あ
っ

て
も
正
し
い
判
断
が
で
き
ず
に
契
約
を
結

ん
で
し
ま
い
、
悪
徳
商
法
の
被
害
に
あ
う

恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

成
年
後
見
制
度
は
、
こ
の
よ
う
な
判
断

能
力
の
不
十
分
な
方
を
法
律
で
保
護
し
、

支
援
す
る
制
度
で
す
。

　

成
年
後
見
制
度
に
は
、
法
定
後
見
制
度

と
任
意
後
見
制
度
の
２
種
類
が
あ
り
、
本

人
の
判
断
能
力
に
よ
り
区
分
さ
れ
ま
す
。

◯
法
定
後
見
制
度

　

・
後
見
（
判
断
能
力
が
全
く
な
い
）

　

・
保
佐
（
判
断
能
力
が
著
し
く
不
十
分
）

　

・
補
助
（
判
断
能
力
が
不
十
分
）

◯
任
意
後
見
制
度

　

・
将
来
の
不
安
に
備
え
た
い
方

　

家
庭
裁
判
所
の
選
任
に
よ
り
成
年
後
見

人
・
保
佐
人
・
補
助
人
（
以
下
「
成
年
後

見
人
」
と
い
う
）
が
本
人
を
支
援
し
ま
す
。

　

申
立
て
が
で
き
る
方
は
、
本
人
・
配
偶

者
・
四
親
等
内
の
親
族
な
ど
に
限
ら
れ
て

お
り
、
本
人
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
家
庭

裁
判
所
に
申
立
て
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

申
立
て
の
手
続
き
及
び
必
要
な
書
類
、

費
用
な
ど
に
つ
い
て
は
家
庭
裁
判
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
身
寄
り
が
な
い
な
ど
の
理
由

で
、
申
立
て
が
で
き
な
い
方
は
、
市
長
が

申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

成
年
後
見
人
は
、
本
人
の
生
活
・
医

療
・
介
護
・
福
祉
な
ど
、
身
の
回
り
に
目

を
配
り
な
が
ら
保
護
や
支
援
を
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
成
年
後
見
人
の
職
務
は
本
人

の
財
産
管
理
や
契
約
な
ど
の
法
律
行
為
に

関
す
る
も
の
に
限
ら
れ
て
お
り
、
食
事
の

世
話
や
実
際
の
介
護
な
ど
は
、
一
般
的
に

成
年
後
見
人
の
職
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

成
年
後
見
人
は
、
本
人
の
親
族
以
外
に

も
弁
護
士
や
司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士
な

ど
が
選
ば
れ
、
本
人
に
ど
の
よ
う
な
保
護

や
支
援
が
必
要
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
を

判
断
し
、
家
庭
裁
判
所
が
選
任
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

成
年
後
見
人
は
、
財
産
管
理
な
ど
の
支

援
状
況
に
つ
い
て
家
庭
裁
判
所
へ
報
告
し

ま
す
。

成
年
後
見
制
度
と
は

成
年
後
見
制
度
の
種
類

成
年
後
見
制
度
の
申
立
て
に
つ
い
て

成
年
後
見
人
の
役
割
と
選
任

☎42-1807

☎49-6060
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平
成
24
年
４
月
の
老
人
福
祉
法
の
改

正
、
25
年
４
月
の
障
害
者
総
合
支
援
法
の

施
行
に
よ
り
、
親
族
や
専
門
職
以
外
に
よ

る
市
民
後
見
人
の
養
成
や
活
用
が
市
町
村

の
責
務
と
さ
れ
、
都
道
府
県
は
市
町
村
を

支
援
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

北
海
道
は
平
成
26
年
度
ま
で
に
１
，

２
０
０
人
の
市
民
後
見
人
の
養
成
を
目
指

し
、
市
町
村
と
共
催
で
養
成
研
修
を
実
施

し
ま
す
。

　

市
は
今
年
度
、
成
年
後
見
制
度
と
市
民

後
見
人
の
必
要
性
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
理

解
し
て
も
ら
う
た
め
の
講
演
会
と
、
市
民

後
見
人
と
し
て
活
動
す
る
た
め
の
養
成
研

修
を
下
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

市
民
後
見
人
は
、
ま
だ
ま
だ
認
知
度
が

低
く
、
対
応
で
き
る
方
が
少
な
い
の
が
現

状
で
す
が
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
に
、
講
演
会
と
養
成
研
修
に
参
加

を
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
で
支
え
合
い
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
マ
チ
づ
く
り
に
ご
協

力
を
お
願
い

し
ま
す
。

なぜ、市民後見人が必要なの？
単身の認知症高齢者や知的障がい、精神障がい者が増加して
おり、金銭管理や契約ができず、経済的被害など権利被害の
事例も出てきています。

権利擁護を中心に、さまざまな生活相談をする身近な後見人と
して市民後見人を養成・活用し、地域の支援体制を構築するこ
とが必要です。

単身の認知症高齢者や知的障がい、精神障がい者は、
施設入所だけではなく、在宅生活もできます。

地域社会の結びつきを築くきっかけとなり、市民の皆さんがその担い手となります。

金銭管理や契約の支援を行う体制が必要です。

【事例】　本人は７０歳代の女性で、認知症を患い収入は年金のみ。
以前は夫が金銭管理を行っていましたが、夫の死後、本人
は計画的にお金を使うことができず、また、訪問販売で不
要な商品を購入してしまう被害にあいました。

※上記の事例だと、成年後見人がいれば、金銭管理のほか、契約の取り消しも可能でした。

　しかし、地域によっては、弁護士、司法書士などの専門職がおらず、
また、近くに親族がいないため、成年後見人の受け皿がありません。

　市民後見人がいれば、在宅の介護サービスや障がい福祉サー
ビスを組み合わせて利用することにより、在宅生活を継続する
ことができます。

　市では、認知症、知的障がい、精神障がいなどにより
判断能力が不十分な方を地域で支えるため、成年後見制
度への理解を深めるための講演会と、市民後見人の養成
研修を実施します。
　養成研修では、市民後見人に必要な心構えや知識、実
務などを分かりやすく説明します。
　多くの市民の皆さんの参加をお願いします。　

市・社会福祉課 42-1807
地域包括支援センター（はーとふる内） 49-6060

成年後見制度講演会

市民後見人養成研修(50時間程度)

●日　　時　８月28日㈬　15:00～
●場　　所　保健福祉センターはーとふる
　　　　　　　　　　　　　　　 多目的ホール
●内　　容　成年後見制度の概要と市民後見人について

●定　　員　80名
●参 加 料　無料
●申込締切　8月21日㈬

●日　　時　【前期】 10月　1日㈫～　3日㈭
　　　　　　【後期】 10月22日㈫～24日㈭
　　　　　　　　　　　各15:00～19:20
　　　　　　※前期と後期の間に地域実習などが有ります
　　　　　　（全日程を受講の方には修了証を交付）
●場　　所　中央公民館
●対　　象　市内にお住まいの25歳以上の方

●定　　員　30名
●参 加 料　無料
●申込締切　9月20日㈮

参加者
募集
参加者
募集

お問い合わせ
お申し込みは

高齢者、障がい者が安心して
暮らせるマチ、るもいを目指して

　

平
成
12
年
４
月
、
介
護
保
険
制
度
が
開

始
さ
れ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
措
置

か
ら
契
約
へ
と
移
行
し
ま
し
た
。

　

認
知
症
高
齢
者
が
介
護
保
険
制
度
を
利

用
す
る
場
合
、
契
約
時
に
成
年
後
見
人
を

立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
成
年
後

見
制
度
と
介
護
保
険
制
度
は
お
互
い
を
補

う
関
係
と
し
て
同
時
に
施
行
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
後
、
ま
す
ま
す
加
速
す
る
高
齢
化
に

伴
う
利
用
者
の
増
加
、
親
族
関
係
の
希
薄

化
、
弁
護
士
な
ど
の
専
門
職
不
足
な
ど
に

よ
り
、
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
の
知
識

を
持
ち
、
身
近
な
地
域
で
利
用
者
を
支
え

る
こ
と
が
で
き
る
市
民
後
見
人
が
必
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。

　

市
民
後
見
人
は
、
一
定
の
養
成
研
修
を

受
け
た
市
民
が
成
年
後
見
人
と
し
て
利
用

者
を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
主
な
役
割
は
、
親
族
や
専
門
職
の

成
年
後
見
人
と
同
様
に
、
判
断
能
力
が
不

十
分
な
方
に
代
わ
り
、
財
産
や
預
貯
金
の

管
理
、
医
療
・
介
護
の
契
約
な
ど
を
行
う

こ
と
で
す
。

身
近
な
地
域
で
利
用
者
を

支
え
る
市
民
後
見
人

養
成
研
修
に
参
加
を
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▼平和への願いを込めた千羽鶴を募集しています。
●回収場所
　市役所
　保健福祉センター
　　はーとふる
　るもい健康の駅
　市立病院の
　各折り鶴専用ポスト
●そ の 他　
　留萌市平和祈念式典にささげた後、広島市の「原
　爆の子の像」へ送付します。

特集２
お問い合わせは

☎42-1801
総　務　課　終戦から６８年が経過した現在、戦争経験者の高齢化が進み、戦争の

記憶の風化や若い世代を中心とした平和への意識の希薄化が強く懸念さ
れています。戦争のない恒久平和を目指し、次の世代へ戦争の悲惨さ、
平和の大切さや尊さを改めて伝えていきましょう。

　

広
島
に
人
類
史
上
初
め
て
の
原
子
爆
弾

が
投
下
さ
れ
、
今
年
で
68
年
を
迎
え
ま
し

た
。

　

市
で
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊

さ
を
後
世
に
語
り
継
ぎ
、
地
球
上
か
ら
永

久
に
核
兵
器
が
廃
絶
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
、
昭
和
59
年
に
「
平
和
都
市
宣
言
」
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
実
現

す
る
た
め
、広
告
塔
や
平
和
の
塔
の
設
置
、

平
和
大
使
派
遣
事
業
、
原
爆
写
真
・
ポ
ス

タ
ー
展
、
戦
争
記
録
映
画
上
映
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
も
な
お
世
界
各
地
で
争
い

が
絶
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
強
い
危
機
感
を
持
ち
、
一
層

平
和
へ
の
努
力
を
強
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
、
過
去
の
悲
惨
な
出
来
事
を

教
訓
と
し
、
将
来
の
日
本
を
担
っ
て
い
く

子
ど
も
た
ち
に
、
平
和
の
大
切
さ
を
伝
え

る
義
務
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
平
和
の

た
め
に
祈
り
、
発
言
し
、
行
動
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

終
戦
直
後
、
留
萌
沖
で
あ
の
有
名
な

「
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
」
の
死
者
数
を
上
回

る
犠
牲
者
を
出
し
た
「
三
船
殉
難
事
件
」

が
起
き
ま
し
た
。
昭
和
20
年
８
月
22
日
、

終
戦
か
ら
１
週
間
を
過
ぎ
た
こ
ろ
、
樺
太

か
ら
引
き
揚
げ
る
避
難
民
を
乗
せ
た
３
隻

の
船
が
小
樽
方
面
に
航
行
中
、
旧
ソ
連
の

潜
水
艦
の
魚
雷
攻
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　
「
小
笠
原
丸
」
は
増
毛
沖
で
、「
泰
東

丸
」
は
鬼
鹿
沖
で
そ
れ
ぞ
れ
沈
没
、
大
破

し
な
が
ら
も
留
萌
港
に
た
ど
り
つ
い
た
の

は
「
第
２
新
興
丸
」
た
だ
１
隻
で
し
た

が
、
傷
つ
い
た
船
体
は
傾
き
、
船
上
の
惨

状
は
目
を
覆
う
も
の
が
あ
っ
た
と
記
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
留
萌
町
警
防
団

や
警
察
署
の
ほ
か
多
く
の
町
民
が
遺
体

の
収
容
や
埋
葬
、
生
存
者
の
救
護
に
当

た
り
ま
し
た
。
こ
の
惨
劇
に
よ
っ
て
１
，

７
０
８
名
の
尊
い
命
が
犠
牲
と
な
り
、
い

ま
で
も
多
く
の
人
々
の
胸
の
中
に
深
い
傷

と
し
て
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

留
萌
沖
の
悲
劇

　
　「
三
船
殉
難
事
件
」

平
和
の
大
切
さ
を

　
　
未
来
に
伝
え
よ
う

　　留萌市は次のとおり平和都市と
　　なることを宣言する。　

　真の平和を希
ききゅう

求することは、人類共通
の願いであり、この崇

すうこう

高な理想実現のた
め、常に努力を続けて行かなければなら
ない。私たち市民は、今日の緊張した国
際情勢を認識し、我が国の非核三原則の
堅
けんじ

持はもとより、核戦争の脅威を排除す
るため、地球上から永久に核兵器が廃絶
されることを強く願うものである。
　ここに留萌市は恒久の平和を願い幸せ
な市民生活を守る決意を表明し、非核平
和都市を宣言する。
　　　　　　　　昭和５９年５月３日

※希求：願い求めること
　崇高：何も比較できない偉大さ
　堅持：かたく守って他に譲らないこと

▲市は平成７年に「三船殉難事件」の慰霊碑を建
立して冥福を祈っています（平成２２年に千望台
から海のふるさと館隣接の岬緑地に移設）

留萌市平和都市宣言

平成25年度 留萌市平和都市宣言啓発事業平 和 啓 発 事 業 の ご 紹 介

戦争のない平和な
　　未来のために…

ご協力をお願いします 下記の日程でサイレンを吹
すいめい

鳴しますので、１分間の黙とうをお願いします。
◯全 国 戦 没 者 追 悼 式　８月１５日㈭　１２：００
◯留萌市平和祈念式典　８月２０日㈫　１３：００

▼昭和２０年８月、一瞬にして２１万人以上の人命
を奪ったのは、２発の原子爆弾でした…。

●日時及び　７月３０日㈫〜８月８日㈭
　展示場所　るもいプラザ　まちなか賑わい広場

　　　　　　８月　９日㈮〜　１８日㈰
　　　　　　保健福祉センターはーとふる

　　　　　　８月２０日㈫
　　　　　　中央公民館　平和祈念式典会場

●日　　時　「戦争が終った夏に」
　　　　　　８月１１日㈰　１０：３０
　　　　　　　　１８日㈰　１３：３０
　　　　　　「慟哭（どうこく）の証言」
　　　　　　８月１１日㈰　１３：３０
　　　　　　　　１８日㈰　１０：３０
●場　　所　市立留萌図書館　視聴覚室
◯「戦争が終わった夏に」（７４分）は樺太
引揚船「小笠原丸」にその夏、何が起こった
のかを描いたアニメです。「慟哭（どうこく）
の証言」（７０分）は三船殉難の証言を記録
したドキュメンタリーです。

●日　　時　８月４日㈰〜２８日㈬
●場　　所　市立留萌図書館　ホール
●展示図書
　「留萌沖の悲劇」
　「月刊ダン 昭和５０年８月号終戦特集
　　留萌沖に消えた千七百人」
　「樺太終戦秘話　三船殉難の記録」など
◯今を生きる人々に伝えるために、戦争の悲
惨さや戦時中の過酷な生活などに関する図書
を展示、貸し出します。

▼戦没者や戦争犠牲者の追悼にあわせ、戦争の悲惨
さを後世に伝え、平和の大切さを改めて思い起こし
てほしいという思いを込めた式典です。
　ご遺族だけではなく、多くの市民の皆さんのご参
列をお願いします。

●日　　時　８月２０日㈫　１３：００
●場　　所　中央公民館　講堂
●そ の 他　参列される方は、１２時５０分までに
　　　　　　受付をしてください。

 市・総務課  42-1801

 市・総務課  42-1801

 市立留萌図書館  42-2300

 市・総務課  42-1801

■平和の集い　「留萌市平和祈念式典」　（戦没者・殉難者追悼式）

■図書館で開催する事業

■平和の折り鶴募集

１ アニメ・記録映画上映会

２ 平和資料展
平和への祈り〜今に伝える戦争の悲劇〜

■原爆資料展
　「広島・長崎原爆パネル展」
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特集３
お問い合わせは

☎56-5005
総　務　課

救出救護班
生き埋め者などの救出
負傷者の応急手当

情　報　班
災害情報の伝達
安否の確認

・危険箇所の把握
・避難先の把握

　突然の災害では、地域の皆さんで協力し合うことが大切です。自主防災組織では、行政機関との調整や
防災訓練の実施など、緊急時に地域一丸となって対応できるための活動を行います。

・市役所、消防署と連絡調整
・研修会、防災訓練の実施

・給水場所の把握
・避難先の周知
・要援護者の把握

・家庭内の安全点検の指導
・消火器などの点検

・防災資機材の点検
・救急講習の受講

本部・防災連絡員
各班との連絡
市役所、消防署などへの連絡

給食給水班
救援物資の配布協力
炊き出し

避難誘導班
避難経路の安全確認
お年寄りなどの避難誘導

消　火　班
出火防止の呼びかけ
初期消火

自主防災
組織の
活動例

災害時の助け合いのために自主防災組織を結成しましょう

平時

平時

平時
平時

平時

平時

災害時
災害時

災害時

災害時

災害時
災害時

　

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」、
８
月
30

日
か
ら
９
月
５
日
ま
で
「
防
災
週
間
」
で

す
。「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く

る
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
災
害
に
よ
る
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
も
日
ご
ろ

か
ら
「
も
し
も
」
を
想
定
し
た
心
構
え
と

準
備
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
災
害
か
ら
生
命
・
身
体
・
財
産

を
守
る
た
め
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

防
災
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
共
に
助
け

合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
家
庭
や
地
域
の
災
害
に

対
す
る
備
え
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
せ
ん
か
。

地
域
の
防
災
力
向
上
の
た
め
に

　

市
で
は
、
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

毎
年
「
防
災
訓
練
」
と
「
土
砂
災
害
防
災

訓
練
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
、「
防
災
を
考
え
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
萌
志
会
）」
と
共
催
で

「
市
民
防
災
訓
練
」
と
初
の
「
防
災
運
動

会
」
を
行
い
、
２
３
４
名
の
参
加
者
が
防

災
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
、
防
災
関
係
者

と
密
接
に
連
携
す
る
こ
と
で
地
域
の
防

災
力
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　
「
土
砂
災
害
防
災
訓
練
」
で
は
、
79
名

が
避
難
訓
練
や
土
砂
災
害
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
災
害
に
対
す
る

普
段
か
ら
の
準
備
の
大
切
さ
を
再
確
認

し
ま
し
た
。

　

今
年
の
「
市
民
防
災
訓
練
」
は
８
月
31

日
㈯
午
前
９
時
よ
り
船
場
公
園
で
実
施
し

ま
す
。
昨
年
同
様
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
内

容
で
分
か
り
や
す
く
、
楽
し
く
学
べ
る
訓

練
を
行
い
ま
す
。

　

市
民
防
災
訓
練
に
つ
い
て
は
、
町
内
会

を
通
じ
て
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。自

主
防
災
組
織
を
つ
く
ろ
う

　

日
本
は
世
界
有
数
の
地
震
国
で
す
。
平

成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
以
降
も
震
度
４
以
上
の
地
震
が
各
地

で
頻
繁
に
発
生
し
て
お
り
、
い
つ
ど
こ
で

大
き
な
地
震
が
起
き
て
も
不
思
議
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

万
が
一
、
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
た

場
合
に
は
、
消
防
な
ど
の
行
政
機
関
も
被

害
を
受
け
て
し
ま
い
、
救
助
の
遅
れ
や
救

助
で
き
な
い
事
態
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
災
害
発
生
直
後
は
「
自
分
の

命
は
自
分
で
守
る
」、「
自
分
た
ち
の
地
域

は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
考
え
に
立

ち
、町
内
会
な
ど
が
地
域
一
丸
と
な
っ
て
、

活
動
す
る
自
主
防
災
組
織
が
必
要
と
さ
れ

ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
は
、
単
一
の
町
内
会
を

母
体
に
し
て
結
成
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的

で
す
が
、
い
く
つ
か
の
町
内
会
や
小
学
校

な
ど
の
校
区
単
位
で
結
成
さ
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
を
設
置
し
、
平
時
か
ら

災
害
時
に
備
え
、
連
絡
網
の
整
備
や
危
険

箇
所
の
把
握
、
救
急
講
習
の
受
講
な
ど
、

住
民
自
ら
が
主
体
的
に
防
災
活
動
・
訓
練

に
取
り
組
む
環
境
づ
く
り
を
整
備
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

平成24年9月1日に行われた「市民防災訓練」と「防災運動会」の様子

▲赤十字奉仕団と自衛隊による炊き出し訓練 ▲簡易担架・安心安全リレー ▲土のう積みリレー

災害被害を最小限に、安心安全な地域づくり

「もしも」のために備えよう!
９月１日は「防災の日」

町
内
会
で
話
し
合
い
を

　

留
萌
市
に
お
い
て
自
主
防
災
組
織
を
結

成
し
て
い
る
の
は
、
45
町
内
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。（
平
成
25
年
７
月
１
日
現
在
）

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、

水
道
や
ガ
ス
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
混
乱

が
生
じ
、
防
災
機
関
の
み
で
は
十
分
に
対

応
で
き
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
対
応
策
を
講
じ
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
災
害
時
の
活
動
内
容
を

想
定
し
、
誰
が
何
を
受
け
持
ち
、
ど
の
よ

う
な
活
動
を
行
う
の
か
な
ど
を
皆
さ
ん
で

話
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
を
決

め
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

事
務
費
の
一
部
を
助
成

　

市
で
は
自
主
防
災
組
織
を
設
置
し
た
町

内
会
の
世
帯
数
に
応
じ
て
１
世
帯
当
た
り

１
０
０
円
を
事
務
費
の
一
部
と
し
て
助
成

し
ま
す
。

　

助
成
対
象
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
、
前

年
度
末
ま
で
に
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し

た
町
内
会
に
一
回
限
り
助
成
し
ま
す
。

　

市
民
防
災
訓
練
や
自
主
防
災
組
織
の
結

成
に
つ
い
て
な
ど
、
詳
細
は
市
・
総
務
課

危
機
対
策
係
（
☎
56
―
５
０
０
５
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

防
災
ガ
イ
ド･

マ
ッ
プ
を
作
成

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
防
災
意
識
を
高
め
、

災
害
に
備
え
る
た
め
の
心
構
え
や
避
難
所

の
位
置
、
災
害
時
の
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
想

定
な
ど
を
掲
載
し
た
「
留
萌
市
防
災
ガ
イ

ド
・
マ
ッ
プ
」
を
今
年
２
月
に
作
成
し
、

町
内
会
を
通
じ
て
各
世
帯
に
配
布
し
ま
し

た
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
、
避
難
場
所

を
確
認
し
、
家
族
の
連
絡
先
な
ど
を
書
き

込
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、防
災
ガ
イ
ド
・
マ
ッ
プ
は
、市
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.e-rum
oi.

jp/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
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■性別について

■年代別の構成割合について ■居住歴について
0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代1.9%

20代
8.0%

30代
13.3%

50代
16.7%

70代以上
20.1%

20代
8.0%

30代
13.3%

40代
12.7%

50代
16.7%

60代
26.0%

70代以上
20.1%

無回答1.3%

5年未満
  11.1%

5～10年未満
       2.8%

10～20年未満
        9.0%
10～20年未満
        9.0%

20年以上 44.6%

生まれてから
ずっと
    28.5%

生まれてから
ずっと
    28.5%

無回答 4.0%

男性 41.5%
（134名）

女性 55.4%
（179名）

無回答 3.1%（10名）

特集４
お問い合わせは

☎42-1809
政策調整課

　

市
は
平
成
19
年
４
月
か
ら
「
誇
り
と
満

足
を
目
指
す
み
な
と
ま
ち
留
萌
」
を
テ
ー

マ
に
、
第
５
次
留
萌
市
総
合
計
画
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り

組
み
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
後
期
５
カ
年

の
計
画
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
市
役
所
の
仕
事

が
市
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
ど
の
よ
う

な
成
果
が
あ
っ
た
の
か
を
判
断
し
、
こ
れ

か
ら
の
仕
事
の
内
容
を
見
直
す
た
め
に
毎

年
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
調
査
は
、
満
足
度
と
意
識
調

査
を
一
体
化
し
た
調
査
票
様
式
に
よ
り
、

昨
年
度
の
設
問
項
目
を
基
本
に
設
問
順
を

見
直
し
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
最
も
満
足
度

が
高
か
っ
た
項
目
は
「
あ
な
た
は
健
康
管

理
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
か
？
」
で
、
昨

年
度
と
比
べ
９
・
５
Ｐ
増
の
87
・
９
％
で

し
た
。
こ
れ
は
、
る
も
い
健
康
の
駅
の
事

業
な
ど
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
識

が
定
着
し
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
あ
な
た
は
地
元
産
品
で
あ
る

こ
と
を
意
識
し
て
買
い
物
を
し
て
い
ま
す

か
？
」
も
５
・
２
Ｐ
増
の
62
・
６
％
に
増

え
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
昨
年
度
よ
り
改
善
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
不
満
や
心
配
を
感
じ
て
い
る

割
合
が
高
か
っ
た
項
目
は
、「
あ
な
た
は

マ
チ
の
中
心
部
に
に
ぎ
わ
い
が
あ
り
、
商

業
・
サ
ー
ビ
ス
機
能
が
充
実
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
か
？
」
の
90
・
０
％
、「
あ
な

た
は
留
萌
の
商
店
街
に
魅
力
を
感
じ
ま

す
か
？
」
の
88
・
０
％
、「
あ
な
た
は
老

後
の
暮
ら
し
に
不
安
や
心
配
を
感
じ
ま
す

か
？
」
の
82
・
５
％
と
な
り
、
い
ず
れ
も

昨
年
度
と
順
位
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
は
、
人
口
の
減
少
や
大
型
店
の
進

出
に
よ
る
商
店
街
の
空
洞
化
、
購
買
力
の

低
下
、
ま
た
、
社
会
福
祉
制
度
に
対
す
る

不
安
か
ら
将
来
の
生
活
設
計
が
描
き
に
く

く
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
反
映
さ
れ
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今年度
の順位

昨年度
の順位 調　査　項　目 今年度の

数値（％）
昨年度の
数値（％）

1 2 あなたは健康管理に気をつけていますか？ 87.9% 78.4%

2 1 あなたは留萌の文化 ･ 歴史を大切にしたいと思いますか？ 73.5% 78.5%

3 3 留萌は、海や山など自然と調和がとれたマチだと思いますか？ 69.6% 72.9%

4 4 留萌は、ごみを減らしリサイクルに努めているマチだと思
いますか？

68.1% 63.5%

5 5 あなたは地元産品であることを意識して買い物をしていま
すか？

62.6% 57.4%

6 6 留萌の広報誌は、読みやすくわかりやすいと思いますか？ 56.4% 56.5%

7 7 あなたは税や使用料などの市民負担について、理解してい
ますか？

52.1% 54.5%

8 9 あなたは留萌のまちなみ（景観・景色・眺め）はすばらし
いと思いますか？

49.2% 44.4%

9 8 あなたは留萌市役所や職員を信頼していますか？ 38.1% 46.6%

10 14 あなたは高度な医療を提供する中核病院（市立病院）があ
ることに満足していますか？

36.9% 34.8%

市民の満足度アンケート

●あなたは健康管理に気をつけていますか？

87.9%（昨年度比 9.5Ｐ増）

●留萌は港を活かしたマチづくりが進められて
いると思いますか？

17.4%（昨年度比 6.4Ｐ増）
●あなたは地元産品であることを意識して買い
物をしていますか？

62.6%（昨年度比 5.2Ｐ増）

●あなたはマチの中心部ににぎわいがあり、商
業・サービス機能が充実していると思いますか？

90.0%（昨年度比 3.7Ｐ減）
●あなたは留萌の商店街に魅力を感じますか？

88.0%（昨年度比 0.5Ｐ減）

●あなたは老後の暮らしに不安や心配を感じま
すか？

82.5%（昨年度比 3.2Ｐ減）

昨年度より満足度が上がった上位３項目 不満である割合が高かった上位３項目
回 答 者 の 属 性

　市民の皆さんの声を市政に届け、笑顔のあふれるマチづく
りのためにアンケートの結果を反映させていきます

平成25年度　市民アンケート

平成２５年度 市民アンケート

■調査対象　満１６歳以上の市民１，０００人
　　　　　　（住民基本台帳より無作為抽出）
■調査期間　平成２５年５月１０日〜２４日
■調査方法　郵送による配布及び回収
■調査内容　市民の満足度調査　　５１問
　　　　　　市の仕事の優先度調査７６問
■回収件数　３２３件
■回 収 率　３２．３％
　回収件数は昨年度の３４２件を１９件
下回り１. ９ポイント（以下「P」という）
減となっています。年代別の構成割合は、
２０代、３０代及び６０代が増加してお
り、１０代、４０代、５０代及び７０代以
上が減少しました。特に６０代が２. ３Ｐ
増、７０代以上が３．０Ｐ減と、昨年度と
比較して大きく変動しています。

各
施
策
の
成
果
を
判
断

高
い
健
康
へ
の
意
識

ふるさと「留萌」への
想いを市政に届けよう
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今年度
の順位

昨年度
の順位 大まかな市の仕事 細かな市の仕事 今年度の

数値（％）
昨年度の
数値（％）

1 3 市民生活の基盤づくり 効率的な除排雪 60.1% 47.7%

2 1 都市機能の充実 にぎわいのある中心市街地の再生 55.4% 50.0%

3 2 安心できる地域医療の充実 信頼される医療サービスの提供 53.9% 49.1%

4 4 地産地消と一次産業の推進 地場産品の消費拡大 49.8% 46.5%

5 8 地域産業の育成と支援 雇用・労働の確保 47.4% 43.6%

6 5 安心できる地域医療の充実 地域医療の充実 44.0% 44.7%

7 6 地域産業の育成と支援 魅力ある商店街の再生 42.7% 44.4%

7 12 自然環境の保護と緑の整備 公園・緑地の管理 42.7% 41.8%

9 11 地域福祉の充実 高齢者福祉の充実 41.5% 42.1%

10 19 学校教育の充実 学校教育の充実 41.2% 36.8%

市の仕事の優先度ランキング

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
満
足
度
調
査

と
と
も
に
、
市
の
仕
事
を
細
か
く
76
種
類

に
分
け
、
優
先
す
る
と
思
う
仕
事
を
選
択

す
る
「
市
の
仕
事
の
優
先
度
調
査
」
も
行

い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
最
も
優
先
度

が
高
か
っ
た
市
の
仕
事
は
「
効
率
的
な
除

排
雪
」
で
60
・
１
％
と
な
り
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
昨

冬
の
大
雪
が
反
映
さ
れ
た
結
果
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
55
・
４
％
の
方
が
「
に
ぎ
わ
い

の
あ
る
中
心
市
街
地
の
再
生
」、
42
・
７
％

の
方
が
「
魅
力
あ
る
商
店
街
の
再
生
」
を

優
先
度
の
高
い
市
の
仕
事
に
選
ん
で
お

り
、
マ
チ
の
活
性
化
を
強
く
望
む
姿
が
表

れ
て
い
ま
す
。

　
「
信
頼
さ
れ
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」

が
３
位
、「
地
域
医
療
の
充
実
」
が
６
位
、

「
高
齢
者
福
祉
の
充
実
」が
９
位
と
な
り
、

医
療
・
福
祉
に
関
す
る
市
の
仕
事
が
高
い

優
先
度
に
選
ば
れ
る
と
い
う
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
は
、

市
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
e-rum

oi.jp/

）
で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
留
萌
の
マ
チ
づ
く
り
や
将
来
に
つ
い

て
の
ご
意
見
」
か
ら
（
一
部
抜
粋
）

　

回
答
数
３
２
３
件
中
記
述
１
１
９
件

■
私
は
高
校
２
年
生
の
女
の
子
で
す
。

　

高
校
を
卒
業
し
た
ら
、
留
萌
に
就
職

し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
留
萌
が

大
好
き
で
す
。
で
も
就
職
す
る
職
場

が
あ
る
か
心
配
で
す
。
留
萌
を
素
敵

な
マ
チ
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
子
ど
も
の
物
を
売
っ
て
い
る
お
店
が

不
足
し
て
い
ま
す
。
道
の
駅
な
ど
を

作
り
、
人
を
呼
び
込
め
ば
い
い
と
思

い
ま
す
。
ご
み
の
分
別
を
増
や
し
ま

し
た
が
回
収
す
る
回
数
が
少
な
く
て

困
り
ま
す
。
す
べ
て
の
面
に
お
い
て

改
善
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

■
留
萌
も
子
ど
も
の
医
療
費
を
無
料
に

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
小
学
校

低
学
年
ぐ
ら
い
ま
で
は
無
料
も
し
く

は
初
診
料
の
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
新
し
い
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す

が
、
今
あ
る
も
の
を
生
か
す
こ
と
、

予
算
の
伴
わ
な
い
今
や
れ
る
こ
と
を

考
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
今
あ
る
イ
ベ
ン
ト
や

建
物
、
人
な
ど
活
用
す
べ
き
も
の
、

伸
ば
し
て
い
け
る
も
の
は
留
萌
に
溢

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

「
効
率
的
な
除
排
雪
」が

ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
に

今年のテーマは「留萌まるごと体験・体感物語」

①地域経済の活性化

　「留萌は手軽に楽しめる観光・レジャーやイベン
トを楽しむ機会があると思いますか？」では、「思う」
が 21.1％と、昨年度よりも 1.2 Ｐ下回り、「思わない」
は 61.9％で昨年度よりも 5.6 Ｐ下がりました。
　レジャーやイベントを楽しむ人が増えつつあるよ
うです。
　しかし、「留萌の観光に対する機運が高まってい
ると感じていますか？」では「感じていない」が
62.5％で昨年度より 2.3 Ｐ増えました。

　市は昨年度「留萌観光・感動物語」をテーマに市民の皆さんと想いを一つにして、若い世代の方々の
協力をいただきながら、新たにさまざまな取り組みを進めてきました。
　今年度は「留萌まるごと体験・体感物語」をテーマに市民の皆さんが幸福を実感できるような人情港
町留萌を目指し、①地域経済の活性化②安心安全なマチづくり③子どもたちの夢と可能性が育つマチづ
くり④健康で笑顔あふれるマチづくり、の４点を市政運営の重点的な取り組みに位置づけました。

0 20 40 60 80 100

思わない
普通
思う

留萌は手軽に楽しめる観光・レジャーやイベントを楽しむ
機会があると思いますか？

留萌の観光に対する機運が高まっていると感じていますか？

思う
21.1%

普通
17.0%

思わない
61.9%

感じている 普通 感じていない
18.6% 18.9% 62.5%

②安心安全なマチづくり

　「留萌の生活道路は日常を生活するうえで必要最
小限の除雪がされていると思いますか？」では、「思
わない」が 60.4％で昨年度よりも 4.0 Ｐ増え、昨冬
の大雪の影響が回答に反映されたものと考えられま
す。「留萌は火災や事故などに備えがあり安心でき
るマチだと思いますか？」では「思う」が 31.0％
と昨年度比 0.5 Ｐの微減にとどまり、「思わない」
は 32.4％と 7.0 Ｐ下がりました。防災のマチの取り
組みが徐々に評価されているものと思われます。

0 20 40 60 80 100

思わない
普通
思う

留萌の生活道路は日常を生活するうえで必要最小限の
除雪がされていると思いますか？

留萌は火災や事故などに備えがあり安心できるマチだと思いますか？

思う
26.8%

普通
12.8%

思わない
60.4%

思う
31.0%

普通
36.6%

思わない
32.4%

③子どもたちの夢と可能性が育つマチづくり

　「あなたは留萌の文化・歴史を大切にしたいと思
いますか？」では 73.5％方が「思う」と回答しました。
昨年度よりも 5.0 Ｐ下がりましたが、市民の皆さん
の郷土を愛する気持ちの強さがうかがえます。また、

「留萌は地域ぐるみで子どもを育成し、支援してい
ると思いますか？」では「思う」が 25.7％と昨年度
より 4.8 Ｐ増え、「思わない」は昨年度よりも 17.7
Ｐと大きく下がり 37.5％でした。子育て支援など
の事業への関心が深まりつつあるようです。

0 20 40 60 80 100

思わない
普通
思う

あなたは留萌の文化・歴史を大切にしたいと思いますか？

留萌は地域ぐるみで子どもを育成し、支援していると思いますか？

25.7% 36.8% 37.5%

思う

思う

73.5%
普通

普通

13.9%
思わない

思わない

12.6%

④健康で笑顔あふれるマチづくり

　「あなたは市役所が行う健康維持や増進のための
取り組みに満足していますか？」では、健康講話や
介護予防教室などの事業が評価され、「不満足」が
11.3％と昨年度よりも 6.2 Ｐ改善されています。「あ
なたは小児・救急・周産期など市立病院をはじめ地
域の医療体制に満足していますか？」では「満足」
が 19. ８％と昨年度を 0.6 Ｐ下回りました。「不満足」
と回答した方は昨年度よりも 2.1 Ｐ減って 48.8％
に減り、地域医療への理解が深まりつつあるようで
す。

0 20 40 60 80 100

不満足
普通
満足

あなたは市役所が行う健康維持や増進のための取り組みに
満足していますか？

あなたは小児・救急・周産期など市立病院をはじめ地域の
医療体制に満足していますか？

満足
27.8%

普通
60.9%

不満足
11.3%

満足
19.8%

普通
31.4%

不満足
48.8%
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P16	 議会活性化推進に向けて

P17	 留萌市議会議員出欠状況

P18〜21　第２回定例会一般質問項目

P22	 各常任委員会報告

P23	 組合議会報告　ほか　

議
　
員
　
名

燕
　
　
昌
克

笹
本
　
牧
司

鵜
城
　
雪
子

川
口
　
宏
和

珍
田
　
亮
子

坂
本
　
　
茂

野
呂
　
照
幸

坂
本
　
守
正

小
野
　
敏
雄

対
馬
　
真
澄

天
谷
　
孝
行

村
上
　
　
均

菅
原
千
鶴
子

野
崎
　
良
夫

村
山
ゆ
か
り

松
本
　
衆
司

開催
回数

出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席

定
例
会

18
回 18 18 18 18 18 18 15３18 18 18 17１18 17１18 18 17１

臨
時
会

３
回 ３ ３ ３ ３ ２１３ ３ ３ ３ ２１３ ３ ３ ３ ３ ２１

特
別
委
員
会

予
算
審
査

４
回 ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４

決
算
審
査

３
回 ３ ３ ３ ３

監
査
委
員
と

し
て
出
席

３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３

議
会
運
営

委
員
会

12
回 11１ 10２ 12 11１11１

常
任
委
員
会

第
　
１

15
回 14１15 15 14１ 13２13２ 14１14１

第
　
２

17
回 12５17 13

３（
公
） 

１
17 15２16１17 14３

※（公）は公の用件　※□＼は出席対象外の会議　※委員会は開催状況により出席回数が異なります。

委　員　会　名 開催回数 構　成　委　員
議 会 広 報 特 別 委 員 会 ２０回 菅原・鵜城・燕・川口・天谷
議 会 活 性 化 推 進 特 別 委 員 会 １４回 全委員１６名
　・第１小委員会 １２回 松本・坂本茂・鵜城・珍田・坂本守正・天谷・菅原・野崎
　・第２小委員会 １２回 野呂・村上・燕・笹本・川口・小野・対馬・村山
　・議会基本条例策定作業チーム １０回 村山・野崎・笹本・坂本茂・坂本守正・村上
監 査 委 員 ４０回 珍田
全 員 協 議 会 　４回 全議員１６名
南 部 衛 生 組 合 議 会・ 協 議 会 １０回 菅原・笹本・対馬・村上
消 防 組 合 議 会・ 協 議 会 　６回 松本・燕・坂本茂・野呂・天谷

議会の傍聴（見学）について
議会は本会議、予算審査特別委員会・決算審査特別委員会などの傍聴ができます。
詳しくはお知らせ掲示板・ホームページなどをご覧ください。

平成２４年度  　留萌市議会議員出欠状況　 平成 24 年 4 月 1 日〜
　平成 25 年 3 月 31 日

　

留
萌
市
議
会
で
は
一
昨
年
か
ら

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
市
民
に

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
あ
ら

ゆ
る
手
段
を
も
っ
て
議
会
の
あ
る

べ
き
姿
を
模
索
し
て
き
て
い
る
。

　

す
で
に
実
施
の
運
び
と
な
っ
た

も
の
も
あ
れ
ば
、
い
ま
だ
道
半
ば

の
懸
案
も
あ
る
。
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
見
れ
ば
遅
々
と
し
て
進
ま
な

い
活
性
化
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
着
実
に
一
歩
一

歩
進
ん
で
い
る
。

　

今
、
議
会
改
革
と
い
う
言
葉
が

適
切
で
あ
る
か
は
市
民
の
皆
さ
ん

の
判
断
に
任
せ
る
ほ
か
な
い
が
、

自
ら
の
足
元
を
照
ら
す
作
業
を

行
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
広
報
で
は
そ
の
一
端
を

市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

５
月
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力

を
得
な
が
ら
議
会
の
様
子
を
お
伝

え
す
る
手
段
と
し
て
、
Ｆ
Ｍ
も
え

る
を
活
用
す
る
か
否
か
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
Ｆ
Ｍ
も
え
る
で
の

定
例
議
会
で
の
一
般
質
問
放
送
を

望
む
多
く
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

議会活性化推進に向けて

そ
の
結
果
を
受
け
て
、
６
月
議
会

か
ら
定
例
議
会
の
一
般
質
問
放
送

を
録
音
で
は
あ
る
が
、
質
問
当
日

に
放
送
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
は

お
知
ら
せ
掲
示
板
や
広
報
に
寄
せ

ら
れ
る
期
待
の
大
き
さ
に
も
改
め

て
気
付
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
た
。

　

現
在
、
議
会
活
性
化
推
進
特
別

委
員
会
（
野
崎
良
夫
委
員
長
）
で

は
、
議
会
基
本
条
例
策
定
小
委
員

会
（
村
上
均
委
員
長
）
に
お
い
て

議
会
基
本
条
例
の
原
案
作
成
が

着
々
と
進
め
ら
れ
て
お
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
求
め
ら
れ
る
議
員
の

姿
勢
と
自
ら
が
目
指
す
べ
き
議
員

の
姿
勢
を
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、組
織
運
営
小
委
員
会（
菅

原
千
鶴
子
委
員
長
）
で
は
、
議
会

基
本
条
例
策
定
に
合
わ
せ
有
名
無

実
と
な
ら
な
い
よ
う
に
実
現
可
能

な
組
織
づ
く
り
や
運
営
に
つ
い
て

協
議
を
重
ね
て
い
る
。

　

理
事
者
の
理
解
を
得
な
が
ら
今

後
さ
ら
に
開
か
れ
た
議
会
づ
く
り

に
向
か
っ
て
ま
い
進
す
る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。

　

議
会
広
報
を
発
行
す
る
に
当
た

り
、
議
員
の
出
欠
状
況
を
お
知
ら

せ
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
、
理
由
の
い
か
ん
に
か

か
わ
ら
ず
、
出
欠
と
い
う
簡
単
明

瞭
な
事
実
を
伝
え
る
こ
と
も
開
か

れ
た
議
会
を
目
指
す
議
会
広
報
の

役
割
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
か

ら
で
あ
っ
た
。

　

他
の
自
治
体
で
は
す
で
に
行
わ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
留

萌
市
議
会
で
は
今
ま
で
論
議
は
さ

れ
て
き
た
が
、
結
果
を
得
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
、

市
議
会
議
員
の
議
会
出
欠
状
況
の

報
告
が
あ
っ
た
。

　

議
員
の
議
会
出
欠
は
直
接
市
民

の
目
に
触
れ
る
こ
と
は
今
ま
で
な

か
っ
た
た
め
時
に
誤
解
を
与
え
る

こ
と
も
懸
念
さ
れ
、
実
施
に
至
ら

な
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

出
欠
報
告
は
開
か
れ
た
議
会
の

１
ペ
ー
ジ
と
し
て
こ
こ
に
ご
報
告

し
た
い
。

議
会
出
欠
状
況

報
告
に
つ
い
て

留萌市議会
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一
、
防
災
対
策
と
強
い
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

二
、
高
齢
者
福
祉
政
策
に
つ
い
て

問
一 

土
砂
災
害
危
険
箇
所
に
つ

い
て
、
留
萌
市
に
は
（
土
石
流
危

険
渓
流
・
地
す
べ
り
危
険
箇
所
・

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇
所
な
ど
）

危
険
箇
所
が
一
七
四
カ
所
存
在
し

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
土
砂
災
害
危

険
箇
所
に
対
す
る
対
策
や
今
後
の

災
害
時
要
援
護
者
対
策
（
個
別
計

画
）
の
推
進
策
と
課
題
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

答
一 

千
鳥
町
、
泉
町
、
南
町
な

ど
が
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、
気
象
条
件
に
よ
っ

て
は
が
け
崩
れ
な
ど
の
土
砂
災
害

が
発
生
す
る
可
能
性
が
増
し
て
い

る
。
市
で
は
土
砂
災
害
防
止
法
に

基
づ
き
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
市
民
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
災
害
時
要
援
護
者
プ
ラ

ン
の
全
体
計
画
を
作
成
し
た
。

村
上
　
　
均
　
議
員

（
公
明
党
）

　

今
後
は
個
別
計
画
策
定
の
準
備
を

進
め
る
。
今
年
度
は
二
町
内
会
を
モ

デ
ル
地
区
に
指
定
し
、
対
象
者
に
ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
送
付
、
希
望
者

を
募
る
手
上
げ
方
式
を
採
用
。
策
定

に
向
け
た
課
題
は
、
要
援
護
者
を
支

援
す
る
町
内
会
の
協
力
が
必
要
不
可

欠
で
あ
り
、
さ
ら
に
援
護
を
受
け
る

側
と
援
護
す
る
側
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
も

慎
重
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
二 

独
居
高
齢
者
の
孤
独
死
を

防
ぐ
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

　

ま
た
、
成
年
後
見
制
度
の
市
民

後
見
人
養
成
事
業
に
つ
い
て
の
取

り
組
み
を
伺
い
た
い
。

答
二 

二
十
四
年
度
は
二
件
の
孤

独
死
を
把
握
し
て
い
る
。
防
止
策

と
し
て
は
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
、

給
食
サ
ー
ビ
ス
、
安
否
確
認
訪

問
、
民
生
児
童
委
員
や
宅
配
業
者

な
ど
の
見
守
り
活
動
な
ど
を
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
道
は
二
十
四
年
か

ら
市
民
後
見
人
養
成
事
業
を
推
進

し
て
お
り
、
市
は
今
年
八
月
に
講

演
会
を
開
催
し
市
民
後
見
人
の
必

要
性
な
ど
を
周
知
し
、
十
月
に
研

修
会
を
開
催
し
て
二
十
五
年
度
中

に
市
民
後
見
人
を
育
成
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

一
、
留
萌
市
の
将
来
展
望

二
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て

問
一 
将
来
に
備
え
る
対
策
に
つ

い
て

　

将
来
の
人
口
減
少
・
高
齢
化
に

備
え
る
対
策
と
し
て
、
雇
用
を
確

保
し
、
医
療
・
介
護
、
子
育
て
な

ど
の
生
活
環
境
を
維
持
す
る
こ

と
、
ま
た
、
産
業
を
維
持
し
て
留

萌
に
住
み
続
け
る
こ
と
の
で
き
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

答
一 

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
緊

ラ
ン
ド
食
材
創
作
調
査
研
究
事
業

（
地
域
の
食
材
を
使
っ
た
新
し
い

メ
ニ
ュ
ー
創
作
に
よ
る
お
も
て
な

し
）
や
る
も
い
観
光
新
サ
ー
ビ
ス

創
造
推
進
事
業
（
イ
ベ
ン
ト
で
の

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
食
材
に

よ
る
新
し
い
調
味
料
の
作
成
）
、

千
望
台
観
光
施
設
の
夜
間
利
用
検

討
、
宿
泊
施
設
と
飲
食
店
と
の
連

携
な
ど
を
通
じ
て
交
流
人
口
増
大

を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

一
、
地
域
の
経
済
循
環
促
進
に
つ

い
て

二
、
健
康
都
市
宣
言
の
具
体
化
及

び
福
祉
に
つ
い
て

問
一 

地
域
の
資
源
と
条
件
を
生

か
し
た
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　

留
萌
市
の
農
業
振
興
と
持
続
に

と
っ
て
切
実
な
課
題
と
な
っ
て
い

急
雇
用
対
策
事
業
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
事
業
、
官
民
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
活
性
化

対
策
事
業
な
ど
、
国
の
制
度
を
活

用
し
な
が
ら
限
ら
れ
た
財
源
を
有

効
に
活
用
し
、
人
口
減
少
対
策
に

つ
な
が
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
持
続
可
能
な
市
政
運
営
を
行

う
た
め
に
も
人
口
の
維
持
が
で

き
、
交
流
人
口
の
増
加
が
図
ら
れ

る
よ
う
な
環
境
整
備
を
進
め
て
い

き
た
い
。

問
二 

交
流
人
口
増
大
施
策
に
つ

い
て

　

留
萌
市
の
現
状
を
み
る
と
き
に

基
幹
産
業
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
多
く
を
望
め
な
い
状
況

で
あ
る
が
、
留
萌
に
現
在
あ
る
資

源
を
生
か
し
た
観
光
振
興
に
焦
点

を
当
て
地
域
の
活
性
化
を
図
る
べ

き
と
考
え
る
。
そ
こ
で
留
萌
市
観

光
ビ
ジ
ョ
ン
に
も
新
た
な
観
光
振

興
策
に
よ
る
交
流
人
口
増
加
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
具
体
策

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
二 

昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る

観
光
・
感
動
事
業
（
カ
ズ
モ
ち
ゃ

ん
バ
ス
に
よ
る
観
光
施
設
巡
回
・

ゴ
ー
ル
デ
ン
ビ
ー
チ
の
海
岸
花
火

大
会
）
の
継
続
と
緊
急
雇
用
対
策

事
業
に
よ
る
観
光
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
研
究
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
先

の
議
会
で
議
論
い
た
だ
い
た
新
ブ

平
成
25
年  

第
２
回
定
例
会

笹
本
　
牧
司
　
議
員

（
萌
政
会
）

坂
本
　
　
茂
　
議
員

（
無
会
派
）

る
後
継
者
問
題
と
農
作
業
受
託
組

織
に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
進
展
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。
ま
た
、
農
業

後
継
者
に
直
結
す
る
制
度
で
は
な

い
が
、
国
の
事
業
で
あ
る
地
域
お

こ
し
協
力
隊
公
募
の
中
で
、
農
業

関
係
に
従
事
す
る
人
材
を
募
集
し

て
い
た
が
結
果
を
伺
い
た
い
。

答
一 

農
業
後
継
者
問
題
は
重
要

な
課
題
と
し
て
受
け
止
め
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
農
業
者
の
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
は
な
か
な
か

厳
し
い
状
況
に
あ
る
の
で
、
国
の

制
度
な
ど
を
利
用
し
な
が
ら
、
ま

た
農
業
者
の
子
弟
等
の
中
で
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
何
と
か
こ
の
地

域
の
後
継
者
づ
く
り
を
す
す
め
た

い
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
公
募

で
は
、
農
業
に
従
事
し
た
い
と
い

う
こ
と
で
一
人
の
応
募
が
あ
り
、

面
接
の
結
果
適
正
と
い
う
か
た
ち

で
採
用
し
た
。
農
作
業
の
受
託
組

織
な
ど
の
設
立
に
つ
い
て
も
十
分

検
討
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

問
二 

留
萌
地
域
に
お
け
る
疾
病

の
特
徴
と
課
題
・
対
策
に
つ
い
て

　

留
萌
地
域
に
お
け
る
疾
病
の
特

徴
に
つ
い
て
掌
握
さ
れ
て
い
る
よ

う
だ
が
、
市
民
へ
の
お
知
ら
せ
が

十
分
で
な
い
の
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
そ
の
対
策
と
し
て
、
生
活
習

慣
病
を
早
期
に
発
見
す
る
簡
易
な

方
法
で
あ
る
、
る
も
い
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
ア
ン
ケ
ー
ト
（
市
立
病
院

の
笹
川
院
長
考
案
）
を
継
続
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
二 

平
成
二
十
四
年
五
月
の

デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
留
萌
市
で

は
、
循
環
器
系
疾
患
・
脳
梗
塞
・

高
血
圧
・
虚
血
性
心
疾
患
が
北
海

道
の
平
均
よ
り
も
高
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
循
環
器

系
疾
患
予
防
の
た
め
健
診
受
診
率

の
向
上
と
、
き
め
細
か
い
個
別
支

援
に
よ
り
生
活
改
善
の
た
め
の
啓

蒙
活
動
に
努
め
た
い
。

一
、
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ

Ｐ
）
に
つ
い
て

二
、
閉
校
後
の
利
活
用
に
つ
い
て

問
一 

地
域
へ
の
影
響
や
具
体
的

な
行
動
は

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
農
業
に
と
ど
ま
ら

ず
、
二
十
一
分
野
と
広
範
囲
で
国

民
生
活
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す

テ
ー
マ
で
あ
り
、
留
萌
市
で
は
市

内
経
済
や
市
民
生
活
に
ど
の
様
な

影
響
が
予
想
さ
れ
る
か
。

　

こ
れ
ま
で
の
議
会
答
弁
で
は

「
北
海
道
市
長
会
や
留
萌
地
域
総

合
開
発
期
成
会
で
反
対
要
請
を

行
っ
て
き
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
反
対
の

意
思
表
示
を
具
体
的
な
行
動
で
市

民
に
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
一 

地
方
へ
の
具
体
的
な
影
響

に
関
す
る
国
か
ら
の
十
分
な
説
明

が
な
い
。
市
内
経
済
や
市
民
生
活

に
ど
の
様
な
影
響
が
出
る
の
か
懸

念
を
し
て
い
る
。
北
海
道
市
長
会

な
ど
を
通
じ
て
国
に
対
し
情
報
提

供
を
強
く
求
め
て
い
く
。

　

道
民
の
合
意
が
な
い
ま
ま
Ｔ
Ｐ

Ｐ
交
渉
へ
参
加
す
る
こ
と
の
な
い

様
、
北
海
道
市
長
会
な
ど
を
通
じ

要
請
し
て
い
く
。
農
業
団
体
を
始

め
、
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
二 

旧
沖
見
小
及
び
幌
糠
小
の

活
用
は

　

二
十
四
年
度
末
で
閉
校
し
た
旧

沖
見
小
学
校
は
、
現
在
留
萌
小
学

校
と
し
て
使
用
し
て
い
る
が
、
新

留
萌
小
学
校
完
成
後
の
利
活
用
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。
二
十
五

年
度
末
で
幌
糠
小
学
校
が
閉
校
と

な
る
が
地
域
に
お
け
る
関
心
事
で

も
あ
り
、
今
後
の
利
活
用
の
見
通

し
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
二 

旧
沖
見
小
学
校
、
幌
糠
小

学
校
の
閉
校
後
の
利
活
用
は
重
大

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
二
十
五

年
度
及
び
、
二
十
六
年
度
の
二
年

間
で
他
都
市
で
の
活
用
事
例
の
研

究
を
行
う
と
と
も
に
、
用
途
に
よ

る
耐
震
性
補
強
や
、
費
用
対
効
果

を
考
慮
し
た
全
市
的
な
マ
チ
づ
く

り
を
進
め
る
観
点
を
持
っ
て
十
分

に
検
討
し
地
域
と
協
議
し
た
中
で

原
案
を
作
成
し
全
市
的
な
検
討
に

お
い
て
方
向
性
を
決
め
て
い
き
た

い
。
な
お
、
幌
糠
地
区
に
つ
い
て

は
、
飲
料
水
に
関
し
て
の
課
題
も

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、
地
域
雇
用
の
安
定
・
創
出
に

つ
い
て

二
、
教
育
に
関
わ
る
課
題
に
つ
い
て

問
一 
新
規
高
校
卒
業
者
の
就
職

状
況
に
つ
い
て

　

新
規
高
校
卒
業
者
の
定
着
率
が

低
く
、
地
方
に
流
れ
て
い
る
留
萌

地
域
で
の
人
材
育
成
や
人
材
確
保

が
課
題
で
あ
り
、
学
生
・
生
徒
や

保
護
者
の
地
元
産
業
の
理
解
を
深

め
る
た
め
、
企
業
の
理
解
を
得
な

が
ら
職
業
見
学
や
職
場
体
験
の
機

会
を
拡
充
す
る
こ
と
が
必
要
。
ま

た
、
新
規
学
卒
者
を
受
け
入
れ
る

採
用
事
業
主
に
対
す
る
助
成
制
度

の
創
設
、
あ
る
い
は
拡
充
策
を
講

じ
て
は
い
か
が
か
。

答
一 

生
徒
の
社
会
的
・
職
業
的

自
立
の
た
め
に
社
会
・
職
業
へ
の

円
滑
な
移
行
に
必
要
な
力
の
育

成
、
生
徒
だ
け
で
な
く
保
護
者
の

産
業
理
解
を
深
め
る
た
め
職
業
見

学
や
職
場
体
験
の
機
会
を
拡
充
す

る
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
を
密

に
し
な
が
ら
地
元
経
済
界
、
新
規

学
卒
者
の
採
用
が
見
込
ま
れ
る
企

業
に
対
し
て
働
き
か
け
る
と
と
も

に
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

り
、
雇
用
の
場
の
確
保
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

問
二 

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

道
教
委
は
、
今
年
度
の
調
査
に

坂
本
　
守
正
　
議
員

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

野
崎
　
良
夫
　
議
員

（
無
会
派
）

▲成年後見制度パンフレット

▲利活用が求められる旧沖見小学校

▲カズモちゃんバス（千望台）

▲特定健診に集まった市民
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留 萌 市 議 会 だ よ り

対
す
る
事
前
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
保
護
者
や
生
徒
に
説
明
用
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
が
そ

の
内
容
は
、
平
均
点
数
を
上
げ
る

だ
け
の
本
来
の
趣
旨
か
ら
逸
脱

し
た
記
述
が
見
受
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
平
成
二
十
四
年
度
で
は

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
」
を
夏
冬

の
二
回
実
施
す
る
な
ど
学
校
現
場

に
負
担
が
生
じ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

答
二 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
詳
細
を

見
る
と
、
現
在
の
北
海
道
の
子
ど

も
た
ち
の
学
力
の
現
状
や
家
庭
学

習
の
実
態
、
さ
ら
に
は
「
復
習
」

の
大
切
さ
や
保
護
者
が
で
き
る
家

庭
学
習
へ
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
と
理
解
す
る
。

　

各
学
校
に
よ
っ
て
は
チ
ャ
レ
ン

ジ
テ
ス
ト
を
朝
自
習
や
家
庭
学
習

で
も
活
用
し
て
お
り
、
日
常
の
教

育
活
動
の
中
で
工
夫
し
て
時
間
を

作
る
こ
と
に
よ
り
、
十
分
対
応
可

能
な
も
の
で
あ
る
。

一
、
大
雪
に
対
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て

二
、
学
校
教
育
に
つ
い
て

問
一 

今
冬
の
大
雪
は
、
市
内
交

通
網
が
麻
痺
す
る
な
ど
、
市
民
生
活

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
例
年

の
雪
対
策
で
は
不
十
分
と
考
え
る
。

　

災
害
対
策
本
部
を
設
置
す
る
基
準

を
策
定
す
る
考
え
は
あ
る
か
。
ま

た
、
冬
に
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
地

域
と
の
連
携
や
協
働
も
含
め
た
留
萌

市
と
し
て
の
雪
対
策
基
本
計
画
を
策

定
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
一 

現
在
は
豪
雪
時
の
災
害
対

策
本
部
設
置
基
準
は
設
け
て
い
な

い
。
こ
の
冬
の
豪
雪
は
除
雪
対
策

室
本
部
を
強
化
し
て
対
応
し
た
。

　

今
後
は
以
下
の
状
況
が
発
生
し

た
と
き
災
害
の
拡
大
を
防
止
す
る

た
め
、
災
害
対
策
本
部
の
設
置
を

判
断
し
た
い
。
①
豪
雪
に
よ
っ
て

人
命
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
状
況

が
発
生
し
た
場
合
②
道
路
管
理
者

の
相
互
連
携
に
お
い
て
も
除
雪
体

制
が
取
れ
な
い
場
合
③
電
力
や
燃

料
の
供
給
が
止
ま
っ
た
場
合
④
緊

急
車
両
の
通
行
が
全
く
で
き
な
い

場
合
⑤
豪
雪
だ
け
で
な
く
地
震
な

ど
の
複
合
的
な
発
生
な
ど
が
あ
る

時
。

　

ま
た
、
雪
対
策
に
対
す
る
地
域

住
民
の
理
解
と
協
力
を
得
る
た
め

に
広
報
活
動
や
啓
発
活
動
を
継
続

し
た
い
。

問
二 

全
国
学
力
、
学
習
状
況
調

査
で
「
九
九
の
で
き
な
い
ま
ま
」

「
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
書
け
な
い

ま
ま
」
義
務
教
育
を
修
了
す
る
児

童
生
徒
が
い
る
実
態
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
基
礎
学
力
を
身
に
着
け

さ
せ
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
く
感

じ
る
。
そ
こ
で
、
学
力
向
上
を
目

的
に
北
海
道
教
育
委
員
会
の
進
め

て
い
る
学
校
力
向
上
に
関
す
る
総

合
実
践
事
業
を
取
り
入
れ
る
考
え

は
あ
る
か
。
ま
た
、
学
校
で
の
体

罰
事
件
が
北
海
道
で
昨
年
九
十
件

起
き
て
い
る
が
、
今
後
教
育
委
員

会
は
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
調

査
を
行
う
か
。
そ
し
て
、
児
童
生

徒
の
心
と
体
を
回
復
さ
せ
る
体
制

は
あ
る
か
。　

答
二 

学
校
力
向
上
に
関
す
る
総

合
実
践
事
業
に
つ
い
て
教
育
委
員

会
、
対
象
校
の
学
校
長
に
よ
る
勉

強
会
を
開
き
、
平
成
二
十
六
年
度

以
降
の
実
施
に
向
け
て
判
断
し
た

い
。
体
罰
や
い
じ
め
を
許
さ
な

い
、
出
さ
な
い
学
校
づ
く
り
を
目

指
し
、
学
校
と
教
育
委
員
会
が
連

携
を
密
に
と
り
、
早
期
に
把
握
で

き
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。
ま
た

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の

専
門
機
関
を
利
用
し
て
児
童
生
徒

の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
を
実
施
し
た

い
。

一
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
い

て二
、
留
萌
市
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

推
進
に
つ
い
て

問
一 

商
店
街
を
活
性
化
さ
せ
る

こ
と
は
そ
の
地
域
の
魅
力
を
引
き

出
す
こ
と
の
近
道
で
あ
り
、
人
々

の
地
元
へ
の
愛
着
心
を
育
て
る
こ

と
に
な
る
が
、
ま
ち
の
顔
と
し
て

の
機
能
を
果
た
す
べ
く
、
留
萌
市

と
し
て
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
中

心
市
街
地
を
活
性
化
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
か
。

答
一 
消
費
者
の
減
少
や
生
活
形

態
の
変
化
な
ど
に
よ
り
大
型
店
の
撤

退
や
郊
外
店
の
進
出
な
ど
、
現
状
に

即
し
た
中
で
ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い

創
出
へ
経
済
消
費
行
動
を
ど
の
よ
う

に
誘
導
し
て
い
く
の
か
、
ま
た
、
ま

ち
な
か
居
住
の
推
進
に
向
け
た
ま
ち

な
か
公
営
住
宅
の
設
置
、
さ
ら
に
は

商
店
街
の
空
き
店
舗
の
減
少
対
策
や

景
観
対
策
な
ど
に
つ
い
て
商
店
街
や

商
工
会
議
所
と
意
見
交
換
を
し
な
が

ら
活
性
化
に
向
け
今
後
も
取
り
組
ん

で
い
く
。

問
二 

観
光
の
分
野
に
お
い
て
は

人
口
減
少
が
進
む
中
で
交
流
人
口

の
拡
大
に
つ
な
が
り
、
地
域
の
活

力
、
そ
し
て
地
域
経
済
に
お
い
て

も
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

の
留
萌
の
観
光
に
関
し
て
は
留
萌

の
観
光
が
大
い
に
飛
躍
す
る
た
め

に
も
、
ま
た
、
地
域
産
業
の
発
展

に
観
光
が
寄
与
す
る
た
め
に
も
、

観
光
資
源
を
ど
う
生
か
し
ど
う
利

用
す
る
か
と
い
う
戦
略
的
プ
ラ
ン

が
必
要
だ
。
健
康
の
駅
や
留
萌
地

域
の
山
や
海
を
活
用
し
た
留
萌
な

ら
で
は
の
体
験
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

具
体
的
に
推
進
し
観
光
客
の
増
加

を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、

留
萌
ら
し
い
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
構
築

と
推
進
を
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま

れ
る
か
伺
う
。

答
二 

観
光
客
の
ニ
ー
ズ
が
、
見

る
旅
行
か
ら
体
験
す
る
旅
行
へ
と

変
化
す
る
中
、
留
萌
に
あ
る
海
や

山
な
ど
の
「
自
然
」
、
海
や
山
の

幸
な
ど
の
「
食
」
と
い
っ
た
地
域

資
源
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
観
光

客
の
誘
導
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

か
が
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
留
萌
観
光
協
会

と
連
携
し
な
が
ら
、
旅
行
客
の
満

足
度
や
旅
行
商
品
化
に
向
け
て
課

題
を
整
理
し
て
い
る
。

一
、
留
萌
市
の
農
業
の
現
状
と
将

来
展
望

二
、
通
学
路
の
安
全
確
保
へ
の
取

り
組
み

問
一 

農
業
後
継
者
の
育
成
と
確

保
対
策
に
つ
い
て

　

全
道
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
良
食
味

米
生
産
地
で
あ
る
留
萌
だ
が
、
農

業
従
事
者
の
担
い
手
不
足
が
大
き

な
課
題
。
農
家
人
口
の
推
移
と
安

定
的
な
経
営
確
保
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

　

ま
た
、
留
萌
市
独
自
の
新
規
就

農
者
支
援
制
度
を
検
討
い
た
だ
き

た
い
。
さ
ら
に
不
耕
作
地
を
発
生

さ
せ
な
い
対
策
と
留
萌
産
硬
質
小

麦
ル
ル
ロ
ッ
ソ
生
産
拡
大
へ
の
取

り
組
み
を
伺
い
た
い
。

答
一 

留
萌
市
の
農
業
事
情
は
、

平
成
二
十
二
年
時
点
か
ら
十
年
後

の
農
家
人
口
は
四
十
％
減
少
、

四
十
八
戸
百
三
人
と
な
る
予
測
値

が
出
て
い
る
。
経
営
所
得
安
定
対

策
な
ど
、
国
の
制
度
の
動
き
を
注

視
し
て
い
る
。
ま
た
、
子
ど
も
た

ち
が
農
業
に
興
味
を
持
ち
将
来
の

担
い
手
と
な
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
「
あ
ぐ
り
教
室
」
な
ど

を
実
施
し
た
い
。

　

新
規
就
農
希
望
者
へ
は
、
農
業

生
産
法
人
や
大
規
模
農
家
で
の
研

修
、
従
業
員
と
し
て
の
就
農
を
推

進
し
た
い
。
ま
た
、
国
の
農
地
集

積
協
力
補
助
金
を
活
用
し
、
耕
作

放
棄
地
を
集
約
す
る
な
ど
、
効
果

的
な
農
業
経
営
を
推
し
進
め
た

い
。
ル
ル
ロ
ッ
ソ
は
、
南
留
萌
の

地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
地
位
を

確
立
し
た
い
。
生
産
者
と
農
協
な

ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
需
要
拡
大

に
向
け
積
極
的
な
取
り
組
み
を
展

開
し
た
い
。

問
二 

昨
年
実
施
し
た
小
学
校
通

学
路
の
安
全
点
検
で
確
認
さ
れ
た

危
険
箇
所
の
対
策
実
施
状
況
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

答
二 

危
険
箇
所
は
、
二
十
五
箇

所
で
市
道
分
の
二
十
箇
所
の
う

ち
、
道
路
管
理
者
対
策
予
定
地
は

九
箇
所
。
交
通
安
全
対
策
特
別
交

付
金
を
活
用
し
、
路
面
表
示
に
よ

る
安
全
確
保
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
及

び
交
差
点
照
明
設
置
に
よ
る
対
策

を
行
う
。

　

平
成
二
十
七
年
ま
で
に
歩
道
の

改
修
整
備
も
予
定
。
ま
た
、
東
光

小
通
学
路
の
大
通
り
橋
の
高
欄
に

つ
い
て
は
、
橋
り
ょ
う
寿
命
化
計

画
策
定
後
の
二
十
六
年
度
以
降
、

優
先
的
に
改
修
工
事
を
行
い
た

い
。

一
、
第
七
期
実
施
計
画
の
実
現
性

に
つ
い
て

二
、
障
が
い
者
雇
用
支
援
に
つ
い
て

問
一 

市
民
満
足
度
調
査
か
ら
見

え
る
市
民
要
望
に
つ
い
て
市
長
の

施
策
と
、
市
民
の
考
え
に
ズ
レ
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

こ
こ
数
年
の
調
査
で
は
い
つ
も

ト
ッ
プ
の
市
民
要
望
は
中
心
市
街

地
の
に
ぎ
わ
い
を
求
め
て
い
た
。

　

市
長
は
緊
急
性
の
高
い
も
の
か

ら
施
策
を
優
先
的
に
実
行
す
る
と

い
う
が
、
本
当
に
市
民
要
望
の
高

い
も
の
、
緊
急
度
の
高
い
も
の
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

緊
急
度
が
体
験
体
感
型
施
設
や

夜
の
千
望
台
観
光
な
の
か
。
雇
用

拡
大
と
い
う
が
、
経
済
を
ま
わ
さ

な
け
れ
ば
雇
用
は
拡
大
さ
れ
な
い

と
思
う
が
い
か
が
か
。

答
一 

街
中
の
に
ぎ
わ
い
に
も
観

光
に
よ
る
交
流
は
有
効
だ
と
考
え

た
。
地
域
経
済
の
活
性
化
に
と
っ

て
有
効
な
手
段
と
し
て
あ
え
て
財

政
健
全
化
の
最
中
で
あ
っ
て
も
必

要
な
優
先
度
の
高
い
政
策
だ
と
考

え
た
。
今
じ
ゃ
な
け
れ
ば
だ
め
だ

と
思
っ
た
。

　

今
後
は
さ
ら
に
関
係
団
体
や
市

民
の
声
を
聴
き
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問
二 

障
が
い
者
の
所
得
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
を
厚
生
労
働
省

が
掲
げ
、
そ
の
一
環
と
し
て
自
治

体
の
契
約
に
お
け
る
障
が
い
者
雇

用
支
援
事
業
所
に
向
け
一
定
程
度

の
ポ
イ
ン
ト
付
与
な
ど
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
が
あ
る

中
で
、
留
萌
市
は
そ
の
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

平
成
二
十
三
年
に
、
障
が
い
者

雇
用
支
援
の
問
題
を
質
問
し
た

折
、
他
都
市
の
現
状
を
理
解
し
て

い
な
か
っ
た
よ
う
だ
っ
た
が
、
障

が
い
者
雇
用
の
拡
大
に
む
け
て
留

萌
市
の
現
状
を
理
解
し
て
い
る
の

か
、
市
内
企
業
の
理
解
を
求
め
て

い
く
考
え
は
あ
る
の
か
。
市
長
の

考
え
を
伺
い
た
い
。

▼

障
害
者
雇
用
支
援
（
厚
生
労
働

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

答
二 

他
都
市
の
現
状
に
つ
い
て

調
査
し
た
と
こ
ろ
近
隣
の
旭
川
市

や
名
寄
市
な
ど
で
実
施
さ
れ
て
い

た
。

　

留
萌
市
で
も
今
後
、
市
内
の
企

業
に
対
し
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う

に
関
係
団
体
と
協
力
し
な
が
ら
推

進
し
て
い
き
た
い
。

対
馬
　
真
澄
　
議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

川
口
　
宏
和
　
議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

菅
原
千
鶴
子
　
議
員

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

村
山
ゆ
か
り
　
議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
） ▲授業に集中する留萌小学校の児童

▲るもい親子「あぐり教室」

▲家庭学習ハンドブック（東光小学校）

▲中心市街地の様子
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留 萌 市 議 会 だ よ り

第
一
常
任
委
員
会
報
告

安
心
・
安
全
な
給
水
の
た
め
に

　

第
一
常
任
委
員
会（
野
呂
照
幸
委
員
長
）

は
五
月
七
日
新
信
砂
地
区
の
浄
水
場
施
設

の
視
察
を
行
っ
た
。

　

こ
の
浄
水
場
施
設
は
、
留
萌
市
民
に
美

味
し
く
し
か
も
安
心
で
き
る
給
水
の
た
め

に
暑
寒
別
岳
を
水
源
と
し
、
新
信
砂
川
か

ら
取
水
し
て
浄
化
す
る
施
設
で
あ
り
、
浄

水
施
設
本
体
は
平
成
十
年
二
月
に
完
成
し

た
最
新
の
浄
水
施
設
で
あ
る
。

　

こ
の
新
信
砂
地
区
で
浄
水
さ
れ
た
水

は
、
約
十
キ
ロ
の
送
水
管
に
よ
り
沖
見
配

水
池
を
経
て
、
各
家
庭
に
届
け
ら
れ
て
い

る
。

　

今
回
の
委
員
会
視
察
で
は
、
浄
水
場
の

現
況
に
つ
い
て
確
認
を
し
た
。
特
に
取
水

口
及
び
導
水
管
は
昭
和
二
十
六
年
度
に
建

設
さ
れ
た
老
朽
化
施
設
で
あ
り
抜
本
的
な

整
備
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
上
下
水
道

課
の
担
当
者
の
説
明
を
受
け
た
。

　

ま
た
、
留
萌
市
沖
見
町
ま
で
の
送
水
管

に
つ
い
て
も
老
朽
化
し
て
い
る
箇
所
も
あ

り
、
漏
水
の
危
険
に
対
応
す
る
必
要
に
つ

い
て
把
握
し
た
。

　

整
備
に
つ
い
て
は
多
く
の
予
算
を
必
要

と
す
る
こ
と
か
ら
、
今
後
し
っ
か
り
議
論

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

市
民
に
安
全
で
、
し
か
も
美
味
し
い
水
を

届
け
る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
の
必
要
性
を
確

認
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
が
新
し
く

　

現
在
、
市
役
所
で
使
わ
れ
て
い
る
パ
ソ

コ
ン
の
基
本
ソ
フ
ト
は
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ

Ｐ
だ
が
、
こ
の
基
本
ソ
フ
ト
の
サ
ポ
ー
ト

が
平
成
二
十
六
年
四
月
に
終
了
す
る
こ
と

が
発
表
さ
れ
、
シ
ス
テ
ム
の
安
全
性
が
確

保
さ
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
現
在
使
用
中
の
パ
ソ
コ
ン
の

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
容
量
や
メ
モ
リ
不
足
な

ど
に
よ
り
業
務
処
理
に
支
障
が
で
て
い

る
こ
と
か
ら
今
年
度
六
月
末
を
目
途
に

二
百
十
五
台
の
パ
ソ
コ
ン
が
更
新
さ
れ

る
。

　

こ
の
パ
ソ
コ
ン
の
更
新
に
よ
り
安
全
で

し
か
も
業
務
処
理
の
迅
速
化
が
期
待
で
き

る
。
購
入
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
予
算

が
必
要
な
た
め
五
年
間
で
支
払
う
計
画
で

あ
る
。

　
「
使
い
こ
な
す
こ
と
」
が
望
ま
れ
る
。

０１６４・４２・１９０７（直通）
E-mail: rumoishigikai@basil.ocn.ne.jp

０１６４・４３・６７００

委
員
長　

菅
原
千
鶴
子

副
委
員
長　

鵜
城　

雪
子

委　
　

員　

燕　
　

昌
克

委　
　

員　

川
口　

宏
和

委　
　

員　

天
谷　

孝
行

各常任委員会からの報告

第
二
常
任
委
員
会
報
告

共
生
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
開
設

　

第
二
常
任
委
員
会
（
村
山
ゆ
か
り
委
員

長
）
は
五
月
九
日
、
留
萌
市
内
に
初
め
て

開
設
さ
れ
た
共
生
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
え

が
お
末
広
（
入
居
者
定
数
十
三
名
）
を
視

察
し
た
。

　

日
常
生
活
に
介
助
を
必
要
と
す
る
認
知

症
高
齢
者
の
方
と
心
身
に
何
ら
か
の
障
が

い
が
あ
る
方
が
共
に
生
活
を
す
る
場
で
あ

る
。
入
居
者
そ
れ
ぞ
れ
の
状
態
に
よ
り
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
可
能
な
限

り
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
社
会
福
祉
法
人
留
萌
市
社
会

福
祉
協
議
会
が
創
設
、
運
営
を
し
て
い

る
。
明
る
く
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
空
間
が
広

が
り
、
入
居
者
の
方
が
楽
し
く
交
流
し
て

い
た
。
高
齢
者
と
障
が
い
者
の
交
流
を
積

極
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
相
互
に
影
響
し

合
い
、
多
様
な
効
果
が
期
待
さ
れ
る
施
設

だ
け
に
今
後
も
注
目
し
て
い
き
た
い
。

教
育
環
境
整
備
と
廃
校
舎
活
用

　

留
萌
市
が
、
平
成
二
十
三
年
に
策
定
し

た
「
留
萌
市
立
小
中
学
校
適
正
配
置
計

画
」
に
よ
る
と
平
成
二
十
九
年
ま
で
に
留

萌
小
、
東
光
小
、
緑
丘
小
の
三
校
と
留
萌

中
、
港
南
中
の
二
校
に
統
合
す
る
計
画
と

な
っ
て
い
る
。

　

留
萌
小
学
校
の
改
築
工
事
に
合
わ
せ
留

萌
小
学
校
、
沖
見
小
学
校
を
統
合
し
、
校

舎
完
成
ま
で
の
間
に
つ
い
て
は
旧
沖
見
小

学
校
舎
を
留
萌
小
仮
校
舎
と
し
て
使
用
し

て
い
る
。

　

留
萌
小
改
築
工
事
費
は
、約
十
五
億
円
、

八
月
中
旬
か
ら
本
工
事
着
工
と
な
り
、
平

成
二
十
六
年
十
一
月
末
の
完
成
を
予
定
し

て
い
る
。
新
校
舎
は
、
一
学
年
二
学
級
の

普
通
教
室
の
他
に
特
別
支
援
教
室
や
こ
と

ば
の
教
室
の
配
置
、
屋
内
体
育
館
な
ど
に

避
難
所
と
し
て
の
機
能
を
盛
り
込
む
な
ど

防
災
に
配
慮
し
た
校
舎
で
あ
り
、
素
晴
ら

し
い
教
育
環
境
が
整
備
さ
れ
る
。

　

二
十
五
年
度
末
で
閉
校
す
る
幌
糠
小
学

校
も
含
め
て
、
今
後
も
進
め
ら
れ
る
統
廃

合
が
地
域
へ
及
ぼ
す
影
響
を
考
慮
し
、
新

た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
を
推
進

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

廃
校
舎
の
利
活
用
計
画
が
来
年
度
中
に
も

提
案
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

地
域
住
民
が
求
め
る
活
用
策
を
共
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　平成２５年留萌消防組合議会第１回臨時会が、６
月２０日に開催されました。始めに消防長から「平
成２５年留萌消防組合補正予算（第１号）について」
として、その主な内容としては、ＪＡ共済連北海道
さまから寄贈いただいた救急車車両を高規格仕様に
艤装（ぎそう）するための業務委託料と、高度救命
処置用資機材の購入費であります。
　これにより市民の皆さんの命を守る、安心・安全
を守る消防としての使命が、また一つ担保されるこ
とになります。　　
　続いて、「北海道町村議会議員公務災害補償等組
合規約の変更について」、「北海道市町村総合事務組
合規約の変更について」で加盟団体の追加と文言変
更を審査し、すべてを承認といたしました。

　留萌南部衛生組合議会では、５月１３日に小平町の
消滅型生ごみ処理施設の視察を行いました。
　生ごみに混入されている不燃ごみや危険ごみなど
もあり、今後もごみ分別の更なる理解を求めていかな
ければならないということが確認されました。
　また、留萌市の美・サイクル館では、プラ製品や雑
紙・紙製容器などの分別もまだまだ理解されていない
現状であり課題が残りました。６月６日に臨時議会が
開かれ、小平町の生ごみ処理施設の搬入口の設計変更
に伴う補正予算について質問が出され、組合長に対

　【諮　問】
　人権擁護委員の推薦について‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 適　　任
　【報　告】
　留萌市土地開発公社の平成２４年度決算に関する書類及び平成２５年度事業計画に関する書類の提出につ
いて　　　　ほか５件‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 了
　【議　案】
　平成２５年度留萌市一般会計補正予算（第４号）
　主な補正予算の内容は、介護基盤緊急整備等特別対策事業補助金２０５，３２０（千円）は現在、特別養
護老人ホームの待機者の増加が課題となっていたため、平成２５年度中の完成を目指し補正予算が可決しま
した。　　　ほか３件‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原案可決
　【意見書】
　義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１／２への復元、「３０人以下学級」の実現をめざす教職員定数改善、
就学保障充実など２０１４年度国家予算編成における教育予算確保・拡充に向けた意見書
　　　　　　ほか５件‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原案可決

平成２５年第２回定例会が９日間の会期で開催され、一般会計補正予算、条例改正などを審議しました。

こんなことが決まりました
第2回定例会　6月4日〜12日

留萌消防組合議会報告 留萌南部衛生組合議会報告

　

留
萌
市
議
会
で
は
一
昨
年

か
ら
市
民
に
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
し
、
Ｆ
Ｍ
も
え
る
で

の
一
般
質
問
の
放
送
や
、
公

共
施
設
で
の
お
知
ら
せ
掲
示

板
の
設
置
、
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な

ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
の
仕
事
を
市

民
の
皆
様
に
理
解
し
て
頂
く

た
め
に
、
こ
の
度
初
め
て
議

会
に
お
け
る
定
例
会
、
及
び

各
委
員
会
の
開
催
回
数
を
お

知
ら
せ
す
る
と
共
に
、
全
議

員
の
出
席
状
況
も
お
知
ら
せ

致
し
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
議

会
改
革
を
推
し
進
め
て
参
り

ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
意
見
ご
要
望
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

議
会
広
報

特
別
委
員
会
か
　
　
ら

▲老朽化が著しい取水施設（新信砂）

▲共生型グループホームえがお末広

し、このようなことが繰
り返されることが無いよ
うにしてほしいという要
望が出されました。

生ごみ処理施設搬入口
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記号の読み方
 問い合わせ先
 申 し 込 み 先
 電　話　  ファックス
 メール　  ホームページ

く
ら
し
の

お
知
ら
せ

今
月
も
知
っ
て
お
き
た
い
情
報
が
満
載
で
す

▼父子または母子家庭などで、児童扶養手当を受給している方に、毎年８月１日
現在において、引き続き手当を受給する要件があるかどうかを確認するために、
現況届の提出をお願いしています。
　期間内に現況届の提出がない場合、８月分以降の手当が受給できないことがあ
りますので、忘れずに提出してください。

●受付期間　８月１日㈭〜８月３０日㈮　（土・日を除く）
●受付時間　８：５０〜１７：２０
●提 出 先　市役所１階　市・教育委員会こども課
●支給対象　下記のいずれかに該当する児童を養育している父または母など
　１，父母が婚姻を解消した児童
　２，父または母が死亡した児童
　３，父または母が一定程度の障がいの状態にある児童
　４，父または母の生死が明らかでない児童
　５，その他、父または母に１年以上遺棄されている児童、父または母が引き続
　　　き１年以上拘禁されている児童、父または母が裁判所からの DV 保護命令
　　　を受けた児童など

○下記のように支給対象外となる場合がありますので、まずはご相談ください。
　・受給者または同居扶養義務者に一定以上の所得がある場合
　・婚姻の届出をしていないが事実婚にある場合など

２０１３年

８月

札幌、旭川など留萌市以外の処方せんもどんどん受付けます!!

TEL42-0260

冠婚葬祭の着付け・成人式予約受付中
0120-42-6374

▼国民健康保険加入者を対象とした人間ドックを実施し
ます。特定健診の検査項目に加え、胃がん（バリウム）・
肺がん・大腸がん（採便）健診やより詳細な血液検査が
含まれています。
　特に３０歳代の方は、特定健診を受診することができ
ませんので健康管理のために、ぜひご利用ください。
●対 象 者　今年度３０歳〜７４歳になる国民健康保険加入者
●定　　員　２０名（申し込み多数の場合は抽選となります）
●料　　金　５，０００円
●申込期間　８月１９日㈪〜３０日㈮
●健診期間　１０月から
●健診場所　市立病院
○特定健診を受診された方は検査項目が重複しています
ので、ご遠慮ください。

▼歯舞群島、色丹島、国後島、択捉島の北方四島（北
方領土）は、祖国復帰がいまだに実現していません。
　北方領土の１日も早い返還を実現させるためには、
粘り強い返還運動を行っていくことが大切です。
　署名を通じて皆さんの意思を北方領土返還実現に反
映させましょう。署名にご協力ください。

●署名期間　８月１日㈭〜３０日㈮（土・日を除く）
　　　　　　　８：５０〜１７：２０
●署名場所　市役所１階　市民ラウンジ

▼日本の結核り患率は、他の先進国と比べて高い状況
にあります。年代別の患者数でみると、６０歳以上が
約６０％を占める状況です。
　なお、市の平成２４年度の結核発病者は２名（２名
とも肺結核）でした。
　市では、本年度も結核検診を実施しますので、この
機会に受診しましょう。
●日　　程　８月２８日㈬〜３０日㈮
●対 象 者　６５歳以上の市民
●検診場所　市内各所を巡回（巡回日程・場所は８月
　　　　　　上旬に町内回覧でお知らせします）
●料　　金　無料（事前申し込みは不要です）
○巡回会場へ直接お越しください。

  市・市民課  42-1805 市・政策調整課  42-1809   市・保健医療課（はーとふる内）  49-6080

国保・人間ドック
8月は「北方領土返還運動
　　　　　　　　強調月間」です

結核検診
医療医療

暮らし暮らし

医療医療

「児童扶養手当」現況届の提出について
子育て子育て

 市・教育委員会こども課  42-1808

▼生活習慣病やがんの早期発見・早期治療を目的に、
秋の特定健康診査とがん検診を行います。健康チェッ
クのために毎年必ず受診しましょう。
●「特定健診」及び「がん検診」の日程・場所・受付時間

実施日 受付時間 検診会場
１０月２日㈬

６: ３０〜１０: ３０
保健福祉センター

はーとふる
１０月３日㈭
１０月４日㈮
１０月５日㈯ ６: ３０〜１０: ３０ るもい健康の駅
●申込期間　８月１５日㈭〜９月５日㈭【予約制】
●申し込み、問い合わせについて
○留萌市国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入し
ている方　　　　　　　市・市民課☎４２―１８０５
○協会けんぽ・共済組合員・組合健保などに加入して
いる方、及びがん検診のみを受診希望の方
　市・保健医療課（はーとふる内）☎４９―６０８０
●「特定健診」について
○留萌市国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入し
ている方
・対象　４０歳以上
・料金　特定健診５００円、心電図検査５００円
　（心電図検査のみの受診はできません）
○協会けんぽ・共済組合員・組合健保などに加入している方
・対象　特定健康診査の受診券が送付されている方
　（勤務先で受診券の発行手続きが必要な場合があります）
・料金　協会けんぽ・共済組合員・組合健保などで定
　　　　めた自己負担額
●「がん検診」について
・対象者及び料金は下記をご覧ください。

検　診　名 対象の市民 料　金
胃 が ん 検 診 ３０歳以上 １，５００円

肺 が ん 検 診
４０歳以上 ５００円

喀痰検査は必要に応
じて実施

１，０００円

大 腸 が ん 検 診 ４０歳以上 ５００円

肝炎ウイルス検診
４０歳以上

※以前に未検査の方
５００円

エキノコックス症検診 小学校３年生以上 無　　料

○７５歳以上と生活保護世帯は無料、国民健康保険加
入者は、各検診５００円です。

▼夏季は、細菌性の食中毒が多発する時期です。その
ため、食中毒を予防するには食品などの細菌汚染を防
ぐことが大切です。
　食品などの取り扱いについては、下記の食中毒予防
の三原則を守り、食中毒を起こさないように注意しま
しょう。
●食中毒予防の三原則
①清潔（食品に細菌を付けないために）
　調理の前や調理中には、手をよく洗ってください。
　食器、まな板やふきんなどの調理器具の消毒（熱湯・
塩素系漂白剤など）は、食品への二次感染を防ぐため
に大切なことです。
②迅速または冷却
　買ってきた食品は室温に放置しないで、できる限り
早く調理し、調理したものは早く食べましょう。細菌
は冷却しても死にませんが増殖しにくくなります。
　食品を保管する場合は、５℃以下を目安に冷却して
ください。
③加熱と殺菌
　細菌は熱に弱く、たいていの菌は死んでしまいます
ので、食品はなるべく火を通して調理しましょう。
　また、調理器具の殺菌・消毒も念入りに行ってくだ
さい。

秋の「特定健診」と「がん検診」夏季の「食中毒の予防」
医療医療暮らし暮らし

  市・市民課  42-1805
市・保健医療課（はーとふる内）  49-6080

 市・保健医療課（はーとふる内）  49-6050
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只今、見学会開催中
※詳しくはお問い合わせ下さい
只今、見学会開催中
※詳しくはお問い合わせ下さい

ペットの火葬は、
留萌ペット霊苑協会で
お引き受けいたします。

ペットの火葬は、
留萌ペット霊苑協会で
お引き受けいたします。

地元・留萌の当霊苑で

お問い合わせはこちらまで

◆島 田 商 店 （南町2丁目）☎42-0425
◆㈱行徳石材店 （本町2丁目）☎42-0847

留 萌 ペ ット 霊 苑 協 会

▼留萌など１９７０年代からの写真展を開催します。
●日　時　８月１０日㈯〜２４日㈯
　　　　　10：00〜17：00（最終日は１５：００まで）
●場　所　るもいプラザ１階　まちなか賑わい広場

▼留萌市平和都市宣言啓発事業として、図書の展示や上
映会をします。（９ページもご覧ください）
【展示図書】　「留萌沖の悲劇」、「樺太終戦秘話」ほか
●日　程　８月４日㈰〜２８日㈬

【アニメ】　戦争が終った夏に（72 分）
●日　時　８月１１日㈰　１０：３０〜
　　　　　　　１８日㈰　１３：３０〜
【記録映画】　慟哭の証言（70 分）
●日　時　８月１１日㈰　１３：３０〜
　　　　　　　１８日㈰　１０：３０〜

【ブックスタート】はーとふる９カ月児健診会場
●日　時　８月２１日㈬　１３：００〜
【土曜おはなし会】　対象：幼児・小学生
●日　時　８月１０日㈯　１３：３０〜
　　　　　　　２４日㈯　１３：３０〜
【水曜おはなしかい】　対象：０・１・２歳児
●日　時　８月２８日㈬　１１：００〜
【映画会】
●日時と内容　①１０：３０〜②１３：３０〜
　８月　１日㈭　
　子ども向　①学校の怪談 I（５０分）
　　　　　②学校の怪談２（１０３分）
　８月　２日㈮
　子ども向　①学校の怪談 III（５０分）
　　　　　②トイレの花子さん（９５分）
　８月　３日㈯
　子ども向　①ドラえもん　のび太と銀河超特急（９９分）
　　　　　②金田一少年の事件簿（９５分）
　８月　４日㈰
　子ども向　①モンスターズ・インク（９２分）
　　　　　②ルパン三世　カリオストロの城（100 分）
　８月２５日㈰
　一般向　①武器よさらば〜字幕〜（８３分）
　子ども向　②火垂るの墓（８８分）
【バルーンアート親子体験会】視聴覚室
●日　時　８月１０日㈯　１４：００〜
●料　金　５００円（材料費）※事前申し込み不要
　　　　　主催：オロロンバルーンアートサークル
【休館日】　５日・１２日・１９日・２６日（月曜休館）
　　　　　　　　３０日㈮　　（館内整理のため休館）

「北の浜村」経塚 剛敏写真展
留萌市
以外からの
お知らせ

留萌市
以外からの
お知らせ

 経塚　剛敏  0133-74-6233

図書館からのお知らせ（８月）
暮らし暮らし

  市立留萌図書館  42-2300

▼児童扶養手当額は、消費者物価指数の変動に
より手当額を改定する仕組みがとられており、
平成２５年１０月分からの児童扶養手当額が下
記のように変更となります。

平成２５年
９月分まで

平成２５年
１０月分から

全額支給
（月額） ４１，４３０円 → ４１，１４０円

一部支給
（月額）

４１，４２０円
〜９，７８０円 → ４１，１３０円

〜９，７１０円

▼市内の障がい福祉サービス事業所がるもいプラザに
「ゆに」という名の店を出店しています。「ゆにバザー
ル」を開催しますので、ぜひお越しください。
●日　時　８月２日㈮　１０：００〜
●場　所　るもいプラザ正面玄関

▼下記の日程で「サマーイベント」を開催します。
夏休み工作教室（海の万華鏡または海のフォトフレーム）
●日　時　８月６日㈫　１３：００〜１４：００
●料　金　５００円（材料費含む）
フェルト人形劇「ゆうびんうさぎとおおかみがぶり」
●日　時　８月６日㈫　１４：００〜
●料　金　無料
アイヌ民族伝統工芸作品展
●日　程　８月２５日㈰まで
●料　金　無料

「児童扶養手当額」が
変更されます

「ゆにバザール」開催

海のふるさと館「サマーイベント」

子育て子育て

留萌市
以外からの
お知らせ

留萌市
以外からの
お知らせ

留萌市
以外からの
お知らせ

留萌市
以外からの
お知らせ

 市・教育委員会こども課  42-1808

 NPO法人留萌ふれあいの家  42-4390

  海のふるさと館  43-6677

▼介護保険制度では、６５歳を迎えると第１号被保険
者となり、市が定めた介護保険料を納めていただくこ
とになります。誕生月の前月にピンク色の被保険者証
が交付されますので大切に保管してください。
　後日、誕生日前日の属する月から月割計算された介
護保険料の納付書が郵送されますので、【表１】を参
考に期日まで納めてください。

　また、年金からの天引きは、平成２６年４月から始

まります。誕生日によって天引き開始月が異なります
ので、【表２】をご確認ください。

○４０歳から６４歳までの方は第２号被保険者とし
て、それぞれの医療保険から納めていただいています。
　介護保険料について不明な点がございましたら、第
１号被保険者の方は市・介護支
援課に、第２号被保険者の方は
それぞれの医療保険の保険者に
お問い合わせください。

６５歳以上を迎えた方の介護保険料
高齢者福祉高齢者福祉

 市・介護支援課（はーとふる内）  49-6070

【表１】
例：今年７月２日に６５歳になる方の月割計算
年額５１，８００円（第４段階：本人が住民税非課
税で世帯に課税者がいる場合）
５１，８００円÷１２カ月×９カ月（※）＝３８，８００円
 ※７月から翌年３月まで

平成２５年度介護保険料３８，８００円
期　別 納　　　期 保険料
第１期 平成２５年７月３１日 ９，７００円
第２期 平成２５年９月３０日 ９，７００円
第３期 平成２５年１２月２日 ９，７００円
第４期 平成２６年１月３１日 ９，７００円

年金天引きは平成２６年４月から開始

【表２】
今年度６５歳になる方の保険料の年金からの天引き
平成２５年４月２日〜１０月１日までに
６５歳になる方

平成２６年４月 年金から天引きを開始

平成２５年１０月２日〜平成２６年４月１日までに
６５歳になる方

平成２６年１０月 年金から天引きを開始

年金から天引きになる前は、納付書払いになります。

▼８月１３日㈫〜１５日㈭は、市営墓地駐車場が大変
混みあいます。路上駐車は、交通障害やお墓参りをさ
れる方の迷惑となりますので、絶対にやめましょう。
　また、お参り後の供物などは必ずお持ち帰りください。

ルールを守ってお墓参り
暮らし暮らし

 市・環境保全課  42-1806

▼毎年７月から翌年３月まで、市内の病院で特定健診を受診する
ことができます。かかりつけの病院などで、年に１度の特定健診
を受診しましょう。医療機関によっては、診療と同時実施したり、
定期検査を活用して特定健診を受診できる場合がありますので、
主治医にご相談ください。なお、診察が混みあうことがあります
ので、事前に病院に健診日時を確認、または予約してください。
●今年度受診できる病院
荻 野 病 院　大　町３丁目☎４２−１４０６
川 上 内 科 医 院　錦　町４丁目☎４３−６４５１
たけうち内科循環器内科医院　高砂町３丁目☎４２−８８２０
富 山 整 形 外 科　末広町１丁目☎４２−２０３０
藤 田 ク リ ニ ッ ク　宮園町１丁目☎４２−１６６０
わ た べ 整 形 外 科 医 院　栄　町３丁目☎４２−５０１１
留 萌 記 念 病 院　開運町１丁目☎４２−０２７１
留萌セントラルクリニック　栄　町１丁目☎４３−９５００
留 萌 市 立 病 院（健診窓口）　東雲町２丁目☎４９−１０１１

 市・市民課  42-1805

国保・後期高齢者医療　特定健診（個別健診）
医療医療
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からだ こころすこやか イキイキすこやか イキイキ

   市・地域包括支援センター（はーとふる内）  49-6060藤田クリニック

はーとふる

「食中毒に　　　　　

気をつけましょう」

健康コラム

８月４日の
日 曜 当 番 医 院

宮園町１丁目	☎42-1660
　　　　9：00～17：00

※上記以外の日曜日・祝日およ
び夜間の診療はかかりつけの
病院・医院へお問い合わせく
ださい。

※市立病院は二次医療病院とし
て、すべての土曜日・日曜日・
祝日・夜間に対応しています。

　３日㈯	 基礎老年医学講座③「循環器について」 9：30〜11：30
	 救急蘇生法とAED体験講習会 13：00〜14：30
１１日㈰	 子ども実験室「大気圧について」 13：00〜14：00
  講師：札幌医科大学　武井　則雄　氏
２４日㈯	 基礎老年医学講座④「呼吸器について」 9：30〜11：30
　　　　　お仕事紹介シリーズ「介護福祉士について」 13：00〜14：00
 　　　　　　　　講師：介護福祉士　小方　崇嗣　
２７日㈫	 認知症サポーター養成講習会 13：00〜14：30
３１日㈯	 マンスリー健康講話「介護保険の利用法」 13：00〜14：00
 　　　　講師：主任介護支援専門員　梅田　治子　

【開館時間】 9：00～17：00／9：00～20：30（水・木）
　　　　　　※20時以降は入館できません

８
月
の
イ
ベ
ン
ト

休館日 月曜日・祝日

るもい健康の駅

保健福祉センターはーとふる

☎43-8121

☎49-6050

８月

　６日㈫ ３ 　 歳 　 児（２２年　７月生）
【受付】　　　

１３：００　
〜１３：３０

　７日㈬ １歳６カ月児（２４年　１月生）
２０日㈫ ４ カ 月 児（２５年　４月生）
２１日㈬ ９ カ 月 児（２４年１０月生）

対象は１歳６カ月以上の子どもです

８月
　８日㈭ １０：００〜１１：００ １３：００〜１５：３０
２２日㈭ １３：３０〜１５：３０

高齢者対象の筋力アップ体操　〜時間内出入自由〜

８月
毎週月曜日 １０：００〜１２：００

１３：３０〜１５：３０
毎週金曜日

乳幼児の発育・発達などについてご相談ください

８月
　１日㈭

　９：３０〜１１：３０ １３：００〜１５：００
２２日㈭

●乳幼児健診　　　対象児には事前に文書でお知らせします

●フッ化物塗布　　　　予約制で料金は１回５００円です

●ピンピンからだひろば　　８月１２日㈪・１６日㈮は休み

●母子・健康・栄養相談（乳幼児）

●一般健康・栄養相談（乳幼児～成人）

※各種予防接種やがん検診は、広報４月号に折り込みした水色の用
紙「留萌市保健予防事業一覧」をご参照ください。

※はーとふるでは、随時、電話や来所での相談を受け付けています
ので、お気軽にご相談ください。

　暑い季節がやってきまし
た。毎年８月は厚生労働省に
よって「食品衛生月間」に定
められています。
　夏場（６月〜９月）は、特
に細菌が繁殖しやすい条件が
整い、食中毒が多く発生しま
す。
　食中毒予防にはポイントが
３点あります。
　①細菌をつけない ( 調理器
具の清潔を保つ、食材や調理
者の手の洗浄に気をつける )
②細菌を増やさない ( 時間が
かかると菌が繁殖するため、
調理は迅速に。１０℃以下で
細菌は増えにくくなるため冷
却保存をする ) ③細菌をやっ
つける ( 菌は熱に弱いため、
加熱殺菌をする ) ことが大切
です。
　このポイントをおさえて、
食中毒を予防し、美味しく、安
全に夏季を楽しみましょう。

基礎老年医学講座　受講生募集
　高齢者の疾患の理解を深め、地域の高齢社会の改善を目指す講座です。
●期間　７月〜１２月（土曜日開催・全１２回）９：３０〜１１：３０
●定員　２０名・完全予約制（興味のあるテーマだけの受講も可）
●費用　お一人　１講座　５００円 
　　　　　　　　※ふまねっとサポーター、インストラクターは無料

　60歳以上の方を対象に、手軽でおいしい「生活習慣病予防
のメニュー」を参加者で作ります。ぜひ参加ください。
　当日、その場で塩分測定を行います。普段食べているみそ
汁の塩分チェックをするので、みそ汁を持参してください。

●日　　時　９月６日㈮　１０：００～１３：００
●場　　所　保健福祉センターはーとふる 調理実習室
●定　　員　２５名程度（定員になり次第締め切り）
●参 加 料　５００円
●持 ち 物　エプロン、三角巾（またはスカーフ）、筆記用具
●申込締切　８月２９日㈭

  留萌市食生活改善推進員協議会事務局／市・保健医療課（はーとふる内）  49-6050 

シニアクッキング教室シニアクッキング教室 参加者
募　集

年齢を問わず健康相談を行います
８月 ２７日㈫ １０：００〜１１：３０ 千鳥児童センター

注目される運動器の健康管理

　平成２５年４月から、国が推進
する国民運動「健康日本２１（第
２次）」がスタートしました。さ
まざまな目標が設定されている中
で、「ロコモ」にも焦点があたっ
ていることをご存知でしょうか。
　「ロコモティブシンドローム（運
動器症候群、略称ロコモ）」とは、
膝や腰など、体を動かすための器
官が充分に働かなくなり、自力で
の生活が難しくなった状態、また
は、そうなる危険性が高い状態の
ことを言います。
　人が体をスムーズに動かせるの
は、関節や骨、筋肉などの運動器
が、連携して機能しているからで
す。どれか１つに不具合が起こる
と、全体に悪影響を及ぼします。
　例えば、骨がもろくなって変形
すると、関節に痛みを生じ、痛み
があると体を動かさなくなって筋
力が低下し、筋力が低下すると骨
や関節の負担が増し、さらに痛み
が出る…という具合です。
　「ロコモ」はこの状況を防ぐ目
的で、提唱されているのです。

「動く」ことは何よりの介護予防
要介護になる原因は

　統計的に見た、要介護となる原
因は、１位が脳卒中（２１％）、
２位が認知症（１５％）、３位が
高齢による衰弱（１４％）です。
　あれ「ロコモ」は？と思われる
でしょうが、実は、関節疾患（１１
％）、骨折・転倒（１０％）、脊髄
損傷（２％）と分散しているだけ
で、合計すると２３％。つまり、

「ロコモ」によって要介護になる
方は、脳卒中よりも多いのです。
　運動器の健康管理に無頓着でい
ると、気がついた時にはもう介護
が必要な状態に…なんてことにな
りかねません。

「動けない」を予防する

　「ロコモ」の要因は、①運動器
の疾患があること②筋力の低下③
バランス能力の低下の３つです。
　運動器の疾患を予防するポイン
トは、重症化する前に適切な治療
を受けることです。「年のせい」
とか、「少し休めば痛みが治まる
から大丈夫」などと自己判断せず、
早めに医師に相談しましょう。関
節への負担を減らす動き方や体操
の指導を受けるだけで、症状が和
らいだり、進行がゆるやかになる
場合があります。
　筋力やバランス能力の低下を予
防するには、適度な運動により骨
や筋肉に負荷をかけることが大切
です。

　地域包括支援センターでは、高齢者の運動器の機能向上を目指し、
はーとふるで定期的に運動教室を開催しています（ピンピンからだ広
場）。また、運動器の機能低下が疑われる高齢者を対象とした教室や、
町内会・老人クラブに対する出前教室も、適宜実施しています。
　他に、健康の駅では「ふまねっと」教室が開催されていますし、
留萌体育協会には高齢者向けのコー
ディネーション運動を依頼すること
ができます。
　運動するなら仲間と一緒に！
　地域の教室などを上手に活用し「ロ
コモ」の予防に役立ててください。
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お  

願  

い

［vol.9］ごみ減量のコツごみ減量のコツ

　透明または半透明の袋
には、「プラ容器」「紙容
器」「ペット」「発泡」「雑
がみ」「白トレイ」「キケ
ン」「木くず」「金属」な
ど書いていただいたり、
貼紙をしていただきます
と、収集の間違いが少な
くなります。
　表示のご協力をお願い
します。

お　願　い

納 税 に つ い て

留 萌 市　　　　　　アンテナ情 報
下記以外のお問い合わせ

■総　務　課	 42-1801
市の財政、地籍調査など

■財　務　課	 42-1813
道市民税など

■税　務　課

市民税係	 56-5004
固定資産税など

その他の係	 42-1804
広報、町内会、市民活動など

■政策調整課	 42-1809
農業、漁業、水産加工業など

■農林水産課	 42-1837
商工業、観光、港湾など

■経済港湾課	 42-1840
社会福祉施設、生活保護、
障がい者に関することなど

■社会福祉課	 42-1807
戸籍、各種証明、国保・後期、
医療費助成など

■市　民　課	 42-1805
道路、公園、市営住宅など

■都市整備課	 42-2010
水道料金や上下水道のトラブルなど

■上下水道課

上水道係	 42-5151
下水道係	 42-2049

公衆衛生、市営墓地など

■環境保全課	 42-1806
市内の小中学校など

■学校教育課	 42-3006
児童手当、児童虐待など

■こども課	 42-1808
社会教育、スポーツなど

■生涯学習課	 42-0435
健康づくり、介護保険など

■保健医療課	 49-6050
■介護支援課	 49-6070
るもい健康の駅など

■コホートピア推進室

	 56-1535
広域ごみ処理、粗大ごみなど

■留萌南部衛生組合	

	 43-2555

主な電話番号

困ったときは

相談しましょう

市 民 相 談

■市民課

５６- ５００３
──────────
健 康・ 栄 養 相 談

■はーとふる

４９- ６０５０
──────────
教 育 相 談 電 話

学校教育に関すること
■教育委員会学校教育課

４２- ３００６
──────────
児童福祉に関すること
■教育委員会こども課
　家庭児童相談室

４２- １８０８
──────────
社会教育に関すること
■教育委員会生涯学習課

４２- ０４３５
──────────
家 庭 児 童 相 談 室

■教育委員会こども課

４２- １８０８
──────────
高齢者に関する相談

■留萌市地域包括支援センター

４９- ６０６０
──────────
防 災 相 談

■総務課

５６- ５００５

・総人口	 ２３，６８０	 人 	 （－１５ 人 ）

・　男	 １１，３２２	 人 	 （－　８ 人 ）

・　女	 １２，３５８	 人 	 （－　７ 人 ）

・世帯数	 １２，１５８	世帯	 （　　０世帯）

・出　生	… １９人

・死　亡	… ２７人

●今月納期の市税	 ・市道民税　２期
　　　　　　　　・国民健康保険税　２期
	 納期限　　９月２日㈪
●夜間納税相談窓口	 ８月２２日㈭	 ２０時まで

●休日納税相談窓口	 ８月２５日㈰　９時～１７時

●場　　　　　　所	 	税務課■問４２- １８０４

朝　8：05～8：10
夕　5：05～5：10広報るもいは再生紙を

使用しています　　　

留萌市情報プラザ
災害時は 76.9MHz
留萌市とエフエムもえるは
災害協定を結んでいます

毎週

月～金

曜日

FM 76.9MHz
エフエムもえる

人口と世帯数

人 口 動 態

平成２５年６月末現在

※（　）内は前月比

平成２５年６月末現在

・転　入	… ４６人

・転　出	… ５４人

市長とフリートーク
してみませんか？

市長とホットライン（FAX） 市民の声メール

koucyou@e-rumoi.jp0 1 2 0 - 2 2 3 - 8 4 6

あなたが知りたい「市政のいろいろ」、市の職員が直接

出向いてわかりやすくご説明します。

お申し込み・お問い合わせは☎42‐1809まで

毎月1回、市民の皆さんと市長との対話の

機会を設けています。

参加人数、話題、形式は問いません。

また、事前の受付もいりません。時間内で

あればいつでもお越しください。

お気軽にお申し込みください

お茶の間トーク

市役所あての郵便物は下記郵便番号とあて名

（留萌市役所・担当課）で届きます。

〒077-8601	留萌市幸町１丁目11番地

ホームページ	http://www.e-rumoi.jp

e-メール	 kikaku@e-rumoi.jp

■日時

　８月２８日㈬ 
　　　　9：00～17：00

■場所

　市役所	市長室
※お問い合わせは

　市・政策調整課
　☎42ｰ1809まで

●プラスチック製容器に混入していたごみ
混入ごみ 正しい分別

汚れている下記のもの
弁当容器、マヨネーズ
容器、プラスチック皿

可燃系埋立ごみ
クリーニングの包装、
プラスチックスプー
ン、キッチンペーパー
ペットボトル ペットボトル
※プラスチック製容器で、汚れているものは
資源にできません。可燃系埋立ごみで排出し
てください。

●危険ごみに混入していたごみ
混入ごみ 正しい分別

白熱球 不燃系埋立ごみ

ガラス（３０㎝未満）

不燃系埋立ごみ
（新聞紙などで包む場
合は、「ガラス」と書
いてください）

ガラス（３０㎝以上） 粗大ごみ

こさえーる料理講習会料理講習会参加者

募集
参加者

募集

●日　　時　8月31日㈯　9：00
●定　　員　10名
●料　　金　2,000円
●申込期間　8月20日㈫～25日㈰

○当日はエプロン、キャップ（三角巾）をご持参ください。

●日　　時　8月22日㈭　9：00
●定　　員　15名
●料　　金　1,200円
●申込期間　8月13日㈫～18日㈰

  風土工房 「こさえーる」
 43-4556

酢イカ作り講習会 トマトジュース作り講習会

▼旬のイカやトマトを使っ
た料理講習会を風土工房
「こさえーる」で開催します。
この機会に手作りメニュー
に挑戦してみませんか。

●紙製容器に混入していたごみ
混入ごみ 正しい分別

折り紙、コピー用紙、
ご祝儀袋、ハガキ 雑がみ

印刷物、
ダイレクトメール

雑がみ（複数ページあ
るものは雑誌）

ビニール 可燃系埋立ごみ
ダンボール ダンボール
レジ袋 プラスチック製容器

●生ごみに混入していたごみ
混入ごみ 正しい分別

レジ袋 プラスチック製容器
※生ごみは、指定ごみ袋に生ごみだけを入れ
て排出してください。

●金属類に混入していたごみ
混入ごみ 正しい分別

ガラス製の鍋などのふた 不燃系埋立ごみ
ガスボンベ缶
（穴のあいてないもの）

缶に穴を開けて、ガスを
抜いて排出してください

先月号で間違いや問い合わせの多い具体例をお知らせしましたが、今回は第２弾をお知らせします。

●収集日の間違い
　（収集体制表で収集日を確認してください）
○新聞、雑誌、ダンボール、紙パック
　「第△曜日」ではなく、月２回の「日にち」です。
○可燃系埋立ごみ
　週１回の収集です。曜日に注意してください。
○不燃系埋立ごみ
　曜日に注意してください。

　透明または半透明の袋には、「プラ容器」
「紙容器」「ペット」「発泡」「雑がみ」「白
トレイ」「キケン」「木くず」「金属」など
書いていただいたり、貼紙をしていただき
ますと、収集の間違いが少なくなります。
　表示のご協力をお願いします。

▼４月から粗大ごみの問い合わせ、申し込み先が「留萌南部衛生組合」に変わり
ました。また、収集の申し込みは収集日２日前の１５：００までにお願いします。

　　２１日㈬　大町、瀬越町、港町、明元町、幸町、本町
　　２２日㈭　寿町、礼受町、浜中町、沖見町、平和台
　　２３日㈮　見晴町、宮園町、錦町、開運町、栄町
　　２８日㈬　三泊町、塩見町、春日町、元町、船場町、花園町、末広町、旭町
　　２９日㈭　住之江町、泉町、野本町、千鳥町、元川町、神居岩、堀川町、高砂町、五十嵐町
　　３０日㈮　東雲町、緑ヶ丘町、南町、潮静、大和田、藤山町、
　　　　　　　幌糠町、中幌、樽真布、南幌、峠下町、東幌

８月の粗大ごみ収集日

  留萌南部衛生組合  43-2555

 　市・環境保全課  42-1806

日
程
と
収
集
地
区
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詳しくは市ホームページをご覧ください。
URL http://www.e-rumoi.jp/

　市では、あらゆる広告

媒体を利用して、皆さん

からの広告を募集してい

ます。

　既に広告を頂いている

媒体もありますが、次回

掲載時の申し込みは通年

受け付けています。

留萌市ホームページバナー、
広報誌、封筒、公共施設、
公用車など

企業のＰＲに
ご活用ください！


